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１ 福岡会場プログラム（８月２４、２５日木・金曜日） 

会場：福岡県中小企業振興センター 

 

第 1 日目 ８月２４日木曜日 
第１部 藻場部会 ホール（Ａ＋Ｂ） 

9：00 開場 

9：30～9：50 

9：50～11：20 

 

 

11：20～11：30 

11：45～12：30 

開会 挨拶 オリエンテーション 

藻場の保全について コーディネーター吉村拓氏、南里海児氏 

事例紹介 玉之浦地区活動組織（長崎県五島市） 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携について 閉会 

個別相談 

第２部 干潟部会 ３０１会議室 

13：30 開場 

14：00～14：15 

14：15～15：45 

 

 

15：45～15：55 

開会 オリエンテーション 

干潟等の保全について コーディネーター吉田司氏 

事例紹介 守江湾干潟保全の会（大分県来杵築市） 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携について 閉会 

 

第２日目 ８月２５日金曜日 
第３部 内水面部会 ３０１会議室 

9：00 開場 

9：30～9：50 

9：50～11：20 

 

 

11：20～11：30 

開会 オリエンテーション 

内水面生態系の保全について コーディネーター桐生透氏 

事例紹介 大杉谷川をよみがえらせる会（石川県小松市） 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携について 閉会 

 

・コーディネーターや講習会内容は変更になる場合があります。又、進行状況等に

より時間が前後する場合があります。 

 

1



２　出席者名簿

第１部　藻場部会

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

1 北海道 浅井大輔 北海道根室市水産指導課 行政 無

2 石川県 前川康弘 石川県輪島市農林水産課 行政 無

3 石川県 逢坂良太 石川県輪島市農林水産課 行政 無

4 福岡県 藤　利治 糸島磯根漁場保全協議会（糸島漁業協同組合） 活動組織 無

5 福岡県 樋口博明 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織 無

6 福岡県 半田貴大 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織 無

7 福岡県 横山将貴 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織 無

8 福岡県 福澄賢二 福岡県農林水産部水産局漁業管理課 行政 無

9 福岡県 山本悠史 福岡県農林水産部水産局漁業管理課 行政 無

10 福岡県 竹尾晃子 福岡県糸島市 行政 無

11 福岡県 木下雄次郎 福岡県福岡市水産振興課 行政 無

12 福岡県 大村浩一 福岡県福岡市水産振興課 行政 無

13 佐賀県 伊藤幸子 佐賀県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会 無

14 佐賀県 森川太郎 佐賀県農林水産部水産課 行政 無

15 長崎県 前田奨悟 長崎県島原市耕地水産課 行政 無

16 長崎県 一瀬洋平 長崎県西海市ふるさと資源推進課 行政 無

17 長崎県 立石雅之 有川町漁協活動組織 漁連・漁協 無

18 長崎県 瀧川徳臣 長崎県諫早林務水産課 行政 無

19 長崎県 松本隼人 深江ブループロジェクト活動組織 活動組織 無

20 長崎県 小波砂織 深江ブループロジェクト活動組織 活動組織 無

21 長崎県 吉田幸一郎 深江ブループロジェクト活動組織 活動組織 無

22 長崎県 濵本龍二 深江ブループロジェクト活動組織 活動組織 無

23 長崎県 濵本勝隆 深江ブループロジェクト活動組織 活動組織 無

24 長崎県 藤田貴文 舘浦藻場再生協議会 活動組織 無

25 長崎県 松山隆雄 橘湾東部地域活動組織 活動組織 無

26 長崎県 長戸秀平 郷ノ浦地区活動組織 活動組織 無

27 長崎県 山仲洋紀 郷ノ浦地区藻場保全組織 活動組織 無

28 長崎県 花谷優一 玉之浦地区活動組織 活動組織 無

29 長崎県 青栁範幸 綱島地区藻場保全組織 活動組織 無

30 長崎県 作元政志 綱島地区藻場保全組織 活動組織 無

31 長崎県 中村晃治 佐須地区藻場保全組織 活動組織 有

32 長崎県 根〆俊一 佐須地区藻場保全組織 活動組織 有

33 長崎県 出口照義 佐世保市浅子地区活動組織 活動組織 無

34 長崎県 相川二男 佐世保市浅子地区活動組織 活動組織 無

35 長崎県 稲田純児 佐世保市浅子地区活動組織 活動組織 無

36 長崎県 土肥栄幸 勝本地区活動組織 活動組織 無

37 長崎県 豊永卓哉 石田地区活動組織 活動組織 無

38 長崎県 川村嘉津豊 大浜地区活動組織 活動組織 無

39 長崎県 出口浩一 奈留地区活動組織 活動組織 無

40 長崎県 馬場一哉 富江地区活動組織 活動組織 無

41 長崎県 松本陽一郎 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

42 長崎県 桑村和弘 長崎県五島市 行政 無

43 長崎県 松永祥吾 長崎県壱岐市水産課 行政 無

44 長崎県 長谷川隆真 長崎県壱岐振興局壱岐水産業普及指導センター 行政 無

45 長崎県 吉田宗生 長崎県南島原市水産課 行政 無

46 長崎県 石田直也 長崎県平戸市水産課 行政 無

47 長崎県 岩永佐和子 長崎県県北水産業普及指導センター 行政 無

48 長崎県 山口勝介 長崎県漁港漁場課 行政 無

49 長崎県 小栁沙織 長崎県五島振興局五島水産業普及指導センター 行政 無

50 長崎県 縫田雄人 長崎県対馬市上対馬振興部 行政 無

51 長崎県 才津真子 長崎県対馬振興局農林水産部対馬水産業普及指導センター 行政 無

52 長崎県 小原強志 五島漁業協同組合富江支所 漁連・漁協 無

【福岡会場】 藻場部会
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53 熊本県 早井英樹 熊本県天草市水産振興課 行政 無

54 熊本県 宮原綾汰 熊本県天草市水産振興課 行政 無

55 熊本県 村山英俊 熊本県釣り団体協議会 その他 無

56 熊本県 谷本裕之 熊本県釣り団体協議会 その他 無

57 大分県 西田和樹 大分県水産多面的発揮対策地域協議会 協議会 無

58 大分県 伊丹真実 大分県水産多面的発揮対策地域協議会 協議会 無

59 宮崎県 萩原秀一 目井津地域活動組織 活動組織 無

60 宮崎県 原田貴志 宮崎県門川町農林水産課 行政 無

61 宮崎県 岩田大輝 宮崎県門川町農林水産課 行政 無

62 宮崎県 津曲利宜 宮崎県日南市水産林政課 行政 無

63 鹿児島県 宮内和一郎 鹿児島県漁業協同組合連合会 漁連・漁協 無

64 鹿児島県 猪狩裕代 鹿児島県水産技術開発センター 水試 無

65 鹿児島県 中島広樹 鹿児島県水産技術開発センター 水試 無

66 事例紹介組織 簗脇真市 玉之浦地区活動組織（長崎県五島市） 専門家事務局等

67 コーディネーター 吉村　拓 サポート専門家 専門家事務局等

68 コーディネーター 南里海児 サポート専門家 専門家事務局等

69 水産庁 中村厳哲 漁港漁場整備部計画課課長補佐（企画班担当） 専門家事務局等

70 水産庁 海田　馨 漁港漁場整備部計画課企画班保全活動支援係長 専門家事務局等

71 全漁連 片瀬亜妃 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

72 土木センター 完山　暢 一般社団法人 水産土木建設技術センター調査研究部主任研究員 専門家事務局等

73 事務局 熊谷　徹 全国豊かな海づくり推進協会　専務理事 専門家事務局等

74 事務局 岩橋好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

75 事務局 河西伸治 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

76 事務局 小迫智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等
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第２部　干潟部会

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

1 北海道 浅井大輔 北海道根室市水産指導課 行政 無

2 広島県 東　道治 広島市アサリ研究会 活動組織 無

3 広島県 武本譲治 広島市アサリ研究会 活動組織 無

4 広島県 児玉　孝 広島市アサリ研究会 活動組織 無

5 広島県 加藤友久 広島市アサリ研究会 活動組織 無

6 広島県 大原智美 広島県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

7 広島県 武岡敬子 広島県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

8 福岡県 小林克広 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織 無

9 福岡県 小林友貴 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織 無

10 福岡県 福澄賢二 福岡県農林水産部水産局漁業管理課 行政 無

11 福岡県 山本悠史 福岡県農林水産部水産局漁業管理課 行政 無

12 福岡県 木下雄次郎 福岡県福岡市水産振興課 行政 無

13 福岡県 大村浩一 福岡県福岡市水産振興課 行政 無

14 佐賀県 伊藤幸子 佐賀県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会 無

15 佐賀県 森川太郎 佐賀県農林水産部水産課 行政 無

16 長崎県 松本隼人 深江ブループロジェクト活動組織 活動組織 無

17 長崎県 小波砂織 深江ブループロジェクト活動組織 活動組織 無

18 長崎県 吉田幸一郎 深江ブループロジェクト活動組織 活動組織 無

19 長崎県 濵本龍二 深江ブループロジェクト活動組織 活動組織 無

20 長崎県 濵本勝隆 深江ブループロジェクト活動組織 活動組織 無

21 長崎県 立石雅之 有川町漁協活動組織 漁連・漁協 無

22 長崎県 前田奨悟 長崎県島原市耕地水産課 行政 無

23 長崎県 瀧川徳臣 長崎県諫早林務水産課 行政 無

24 長崎県 吉田宗生 長崎県南島原市水産課 行政 無

25 長崎県 岩永佐和子 長崎県県北水産業普及指導センター 行政 無

26 長崎県 小栁沙織 長崎県五島振興局五島水産業普及指導センター 行政 無

27 長崎県 山口勝介 長崎県漁港漁場課 行政 無

28 長崎県 松本陽一郎 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

29 熊本県 福原義則 熊本県釣り団体協議会 その他 無

30 熊本県 川端義美 熊本県釣り団体協議会 その他 無

31 大分県 西田和樹 大分県水産多面的発揮対策地域協議会 協議会 無

32 大分県 伊丹真実 大分県水産多面的発揮対策地域協議会 協議会 無

33 宮崎県 原田貴志 宮崎県門川町農林水産課 行政 無

34 宮崎県 岩田大輝 宮崎県門川町農林水産課 行政 無

35 鹿児島県 宮内和一郎 鹿児島県漁業協同組合連合会 漁連・漁協 無

36 事例紹介組織 八田　修 守江湾干潟保全の会（大分県杵築市） 専門家事務局等

37 コーディネーター 吉田　司 サポート専門家 専門家事務局等

38 水産庁 中村厳哲 漁港漁場整備部計画課課長補佐（企画班担当） 専門家事務局等

39 水産庁 海田　馨 漁港漁場整備部計画課企画班保全活動支援係長 専門家事務局等

40 全漁連 片瀬亜妃 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

41 土木センター 完山　暢 一般社団法人 水産土木建設技術センター調査研究部主任研究員 専門家事務局等

42 事務局 熊谷　徹 全国豊かな海づくり推進協会　専務理事 専門家事務局等

43 事務局 岩橋好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

44 事務局 河西伸治 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

45 事務局 小迫智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

【福岡会場】 干潟部会
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第３部　内水面部会

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

1 石川県 坂本昌柾 小松市経済環境部農林水産課 行政 無

2 石川県 二木舞凜 石川県農林水産部水産課 行政 無

3 石川県 前川康弘 石川県輪島市農林水産課 行政 無

4 石川県 逢坂良太 石川県輪島市農林水産課 行政 無

5 広島県 大原智美 広島県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

6 広島県 武岡敬子 広島県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

7 長崎県 吉田宗生 長崎県南島原市水産課 行政 無

8 長崎県 岩永佐和子 長崎県県北水産業普及指導センター 行政 無

9 熊本県 神田美希 熊本県釣り団体協議会 その他 無

10 宮崎県 原田貴志 宮崎県門川町農林水産課 行政 無

11 宮崎県 岩田大輝 宮崎県門川町農林水産課 行政 無

12 鹿児島県 出水昭彦 別府川をきれいにする会 活動組織 無

13 事例紹介組織 木下伸二 大杉谷川をよみがえらせる会（石川県小松市） 専門家事務局等

14 コーディネーター 桐生　透 サポート専門家 専門家事務局等

15 水産庁 中村厳哲 漁港漁場整備部計画課課長補佐（企画班担当） 専門家事務局等

16 水産庁 海田　馨 漁港漁場整備部計画課企画班保全活動支援係長 専門家事務局等

17 水産庁 松永啓志 増殖推進部栽培養殖課課長補佐（内水面指導班担当） 専門家事務局等

18 全内 御手洗真二 全国内水面漁業協同組合連合会調査役兼業務課長 専門家事務局等

19 土木センター 完山　暢 一般社団法人 水産土木建設技術センター調査研究部主任研究員 専門家事務局等

20 事務局 熊谷　徹 全国豊かな海づくり推進協会　専務理事 専門家事務局等

21 事務局 岩橋好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

22 事務局 河西伸治 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

23 事務局 小迫智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

【福岡会場】内水面部会
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①事例紹介　玉之浦地区活動組織　（長崎県五島市）
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い
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な
り
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場
が
で
き
た
の
か
？

磯
焼
け
対
策
に
お
け
る
一

般
説

１
）ウ

ニ
駆

除
は
海

藻
が
成

熟
す
る
ま
で
に
行

う

２
）大

き
な
藻

場
を
作

る
に
は
母

藻
の
供

給
が
必

要

３
）植

食
魚

の
影

響
が
強

い
場

所
で
の
磯

焼
け
対

策
は
難

し
い

１
）ウ

ニ
駆

除
は
秋
で
も
間
に
合
う

海
藻

の
芽
が
出
る
ま
で

２
）母

藻
が
な
く
て
も
大
き
な
藻
場
の
で
き
る
場
合
が
あ
る

流
れ
藻

の
効
果

３
）湾

内
に
は
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食
魚
の
影
響
が
な
い
か
、
小
さ
い
場
所
が
あ
る

底
質

が
平

担
で
、
植
食
魚
の
隠
れ
場
所
が
乏
し
い

磯
焼

け
の
続

く
主

要
因
は
ガ
ン
ガ
ゼ

と
の
作
業
仮
設
が
正
し
か
っ
た

毎
年
、
藻
場
が
拡
大

浅
所
に
マ
メ
タ
ワ
ラ
、
ア
カ
モ
ク

深
所
に
マ
ジ
リ
モ
ク

浅
所
に
ヒ
ジ
キ
、
ワ
カ
メ
、

ア
カ
モ
ク

深
所
に
マ
ジ
リ
モ
ク

そ
の
後

の
経
緯
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藻
場

の
拡

大
に
海

藻
カ
ー
ペ
ッ
ト
が
有

効

藻
場
の
中
で
、
海
底
か
ら
少
し
浮
か
せ
た
状
態
で
、
ネ
ッ
ト
を
1
年
間
設
置
す
る

1
年
後

の
様
子

ガ
ン
ガ
ゼ
駆
除
区
に
移
設

今
後
の
目
標
と
課
題

１
）湾

内
の
藻
場
を
さ
ら
に
広
げ
た
い

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
藻
場
が
で
き
な
か
っ
た
場
所
は

な
く

ガ
ン
ガ
ゼ
を
駆
除
す
れ
ば
藻
場
は
必
ず
で
き
る

２
）
ど
ん
な
水

産
資

源
に
プ
ラ
ス
の

効
果

が
あ
る
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
い

マ
ガ
キ
ガ
イ
が

増
え
た
、
ア
オ
リ
イ
カ
が

良
く
釣

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、

定
置

網
に
入

る
魚

が
増

え
た
、
な
ど
の

意
見

あ
り

３
）四

季
藻
場

を
回
復
さ
せ
た
い

造
成
で
き
た
藻
場
は
い
ず
れ
も
春
藻
場

移
植

ク
ロ
メ
や
ノ
コ
ギ

リ
モ
ク
は
生

き
残

ら
ず

秋
か
ら
夏

に
も
茂

る
藻

場
の

再
生

に
挑

戦
（小

型
海

藻
か
）

沿
岸
漁
業
の
再
興
と
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
貢
献
を
目
標
に
、
ガ
ン
ガ
ゼ
し
か
い
な
い
偏
っ

た
環

境
の

改
善

に
、
今

後
も
取

り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考

え
て
い

ま
す
！

－
ご
清
聴
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

—
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②　藻場の保全について、磯焼け対策の進め方
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22



動
物
に
食
べ
ら
れ
る
量
を
減
ら
す

・
食
害
動
物
を
減
ら
す

・
海
藻
を
食
害
か
ら
守
る

・
食
害
動
物
の
集
ま
る
環
境
を
改
変
す
る

海
藻
の
生
産
量
を
増
や
す

・
消
え
た
海
藻
を
復
活
さ
せ
る

・
温
暖
な
環
境
や
食
害
に
強
い

海
藻
を
生
や
す

全
国
的
に

ベ
ン
ト
ス
（
ウ
ニ
等
）
駆
除
を
行
う
地
先
が
多
く
、
成
功
例
が
増
加
中

た
だ
し
、
植
食
魚
の
駆
除
は
苦
戦
が
続
い
て
い
る

水
産
庁

磯
焼
け
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
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玉
之
浦
サ
ブ
モ
デ
ル

第
2
の
成
功
事
例

岐
宿

2
0
2
0
～
2
0
2
3
年
に
4
年
連
続
で
藻
場
再
生
と
拡
大
に
成
功

崎
山
サ
ブ
モ
デ
ル

仕
切
り
網
で
植
食
魚
の
侵
入
を
阻
止
し
、
ヒ
ジ
キ
・ワ
カ
メ
場
を
再
生

・
20

14
年

取
組
み
開
始

小
さ
な
カ
ゴ
で
ヒ
ジ
キ
を
保
護
す
る
と
伸
び
る
こ
と
を
確
認

高
耐
久
性
の
網
と
設
置
管
理
法
を
開
発

・
20

18
年

10
年
振
り
に
ヒ
ジ
キ
群
落
再
生

・
～
20

23
年

6年
連
続
で
ヒ
ジ
キ
群
落
再
生

2年
連
続
で
ワ
カ
メ
群
落
再
生

一
部
で
収
穫
さ
れ
た
ヒ
ジ
キ
は
乾
燥
２
ト
ン

玉
之
浦
サ
ブ
モ
デ
ル

玉
之
浦
湾
の
磯
焼
け
持
続
要
因
は
ガ
ン
ガ
ゼ

海
底
が
平
坦

植
食
魚
の
隠
れ
場
が
無
い

ウ
ニ
類
の
駆
除
と

母
藻
供
給

藻
場
再
生
が
可
能
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崎
山
で
開
発
さ
れ
た
仕
切
り
網
と
植
食
魚
ト
ラ
ッ
プ
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磯
焼
け
時
の
10
％
以
下
の
ウ
ニ
密
度
に
下
げ
る
こ
と
を
推
奨

現
実
的
に
は
、
ウ
ニ
類
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る

ウ
ニ
が
増
え
て
も
し
ば
ら
く
は
藻
場

に
大
き
な
変
化
は
な
い
が
、
あ
る
密

度
を
超
え
る
と
急
に
磯
焼
け
に
な
る

磯
焼
け
に
な
っ
た
時
の
密
度
ま
で

ウ
ニ
を
減
ら
し
て
も
藻
場
は
回
復

せ
ず
、
更
に
減
ら
す
と
藻
場
は
急

に
回
復
に
向
か
う
+
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１）博多湾環境保全伊崎作業部会（福岡県福岡市） 
 
【活動における課題】 

・アマモ繁殖区域の耕うん 

・海底底質改善の為の海底清掃 

・食害生物の駆除 

・藻場の保全 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：博多湾の環境改善保守、水揚向上 

平成 29 年度：      〃 

平成 30 年度：      〃 

令和１年度：      〃 

令和２年度：      〃 

令和３年度：      〃 

令和４年度：      〃 

令和５年度：      〃 

 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

干潟等の保全 
（令和４年度迄

の実績） 

死殻の除去 17.4ｈａ   

除去量 3，008ｋｇ 

 

H29年度迄の活動

【令和４年度迄

の実績】 
機能発揮の為の生物移植 アサリ移植量 

 4,940 ㎏ 

移植稚貝の減少 

 

（令和４年度迄

の実績） 
耕耘 17.4ha   

回収ゴミ 18,534 ㎏  

 

 

藻場の保全 
（令和４年度迄

の実績） 

食害生物の除去 ウニ除去 

  20,200 個 

素潜りによる活

動の限界 

教育学習 地元小学生との海浜清掃,

耕うん見学，博多湾の見学

海浜のマイクロチッ

プの現状,博多湾の魚

類の見学 

 

海洋汚染等の

原因となる漂

流、漂着物、堆

積物処理 
（令和４年度迄

の実績） 

漁業者が行う砂浜、海底、

沖等の廃棄物等の処理 

133.55ｈ 

回収ゴミ 36,620 ㎏ 

 

 

 

③参加活動組織実績資料 
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【活動状況の写真】 

 

説明：干潟の保全（海底耕耘

道具整備）  

説明：海底耕耘中 説明： 耕うんごみ（あおさ）

 

 
説明：室見川であさり稚貝採取 説明： 機能発揮の為の生物移

植（アサリ）使用じょれん 

説明： 鵜来島周辺へ移植 

 

説明：(藻場の保全)ウニハー

ドル作成 

説明：(藻場の保全) 食害生物

の除去 

説明：(藻場の保全)食害生物

の除去 

 
説明：漂流、漂着物、堆積物処

理海底清掃作業中 

説明：海底清掃ごみ回収 説明： 地元小学生との教育学習
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２）奈留地区活動組織（長崎県 五島市）  

  
【活動における課題】  

藻場に関する活動については、食害生物の除去(駆除)、母藻設置個所のモニタリン

グ等の活動を行っているが、劇的な効果が得られていない。 

引続き、近隣も含めた他地区の取組み事例を参考にして、これからの活動に繋げる

べきであると考えます。 

 
【活動の目標】  

平成 28 年度 ：地域活動指針に基づく共同活動を通じ、五島市奈留町地先における海の

安全確保を図る目的とする。  
平成 29 年度：  〃 

平成 30 年度：  〃 

令和元年度：  〃 

令和２年度：  〃 

令和３年度：  〃 

令和４年度：  〃 

令和５年度：  〃  

  
【活動実績等について】  

活動項目   内容・方法   実績・成果   課題  

藻場の保全   ・母藻設置後の状況をモニ

タリング  
・ガンガゼ駆除を集中的に

実施し、食害の影響を軽減 

・藻場の保全に関し

てそれぞれの意識醸

成に繋がった  

・藻場増殖の実績が

芳しくないこと。  

国境・水域

の監視  
・東海域と西海域の二つの

エリアでの異常等がないか

監視活動を継続して行って

いる。  

・流木、漂着物の現

認と注意喚起を行う

事ができた。  

・沿岸に漂着するご

みの量が増加傾向に

あること。  

海の監視ネ

ットワーク

強化  

・一本釣り漁船の船主が比

較的沖合の海域での異常が

ないか日々監視を行ってい

る。  

・漁業の操業だけで

はなく、自ら監視を

行っているという使

命感が培われた。  

・夜間操業時におい

ては、レーダー等の

航行機器以外に現認

する方法がないこ

と。  
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【活動状況の写真】  

     

説明： 監視活動開始  説明：漂着物確認 説明：沿岸域確認 

     

説明： 漂流物確認(漁具)   説明：漂流物確認(発砲ﾌﾛｰﾄ) 説明： 藻場ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ開始  

     

説明：藻場ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ定点観測   説明：藻場造成(ｶﾞﾝｶﾞｾﾞ駆除) 説明：増殖するｶﾞﾝｶﾞｾﾞ   

     

説明：ｶﾞﾝｶﾞｾﾞ駆除の様子   説明：監視ﾈｯﾄﾜｰｸ(GPS ﾌﾟﾛｯﾀ) 説明： GPS ﾌﾟﾛｯﾀｰ確認:昼間 
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３）舘浦藻場再生協議会（長崎県 平戸市） 
 
【活動における課題】 

磯焼けを食い止めるための活動の実施と、藻場再生に必要な知識の習得および活動人員

の確保。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：食害生物の除去（ウニ類、魚類）の強化 

平成 29 年度：食害生物の除去（ソフトコーラル）の強化 

平成 30 年度：クロメの中間育成を強化 

令和元年度：食害生物の除去（ソフトコーラル）の強化 

令和２年度：クロメの中間育成を強化 

令和３年度：クロメ・ヒジキの中間育成を強化 

令和４年度：ガンガゼ駆除を強化 

令和５年度：ガンガゼ駆除を強化 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

母藻の設置 

 

ホンダワラ類の母藻設置 磯焼けした場所へ設

置したが、成果は見

られなかった。 

定期的に活動を行

い、活動範囲を広め

ていく必要がある。

海藻の種苗

投入 

ヒジキ種苗、クロメ種苗を

設置 

食害を受けないよう

に網の中で中間育成

を行ったことで、順

調な育成がみられ

た。 

台風などの自然被

害や藻場礁の老朽

化、育成場の保護、

管理。 

食害生物の

除去（ウニ

類） 

ガンガゼを海中で駆除 R4 年度、ガンガゼを

合計 10,695 個駆除。

構成員の高齢化に

より、長時間の作業

が困難になってき

ている。 

食害生物の

除去（魚類） 

刺し網で捕獲し駆除 

 

R4 年度、合計 4 回活

動を行い、アイゴ等

の魚類 95 匹駆除。 

魚類が多く磯焼け

が顕著な場所を特

定して捕獲を行う。

モニタリン

グ 

クロメ、フノリ等の藻類を

モニタリング 

ホンダワラ類の生育

は順調であるが、ク

ロメの生育は低調で

ある。 

囲い網、藻場礁の補

修やソフトコーラ

ルの除去が必要。 
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【活動状況の写真】 

 
説明： 母藻の設置 説明：母藻の設置 説明：母藻の設置 

 
説明： 種苗投入 説明：種苗投入 説明：種苗投入 

 
説明：食害生物の除去（ウニ類） 説明：食害生物の除去（ウニ類） 説明：食害生物の除去（ウニ類）

 
説明：食害生物の除去（魚類） 説明：食害生物の除去（魚類） 説明：食害生物の除去（魚類）

 
説明：モニタリング 説明：モニタリング 説明： モニタリング 
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４）佐世保市浅子地区活動組織（長崎県 佐世保市） 
 
【活動における課題】 

・ウニ密度の低い状態を維持しながら活動範囲の拡大 

・多様な種を用いた母藻設置や種苗設置を行い、四季藻場へ構成を再生したい。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：保護区域内の藻場回復（多年生海藻の増加）。海難救助訓練の実施 

平成 29 年度：継続して藻場保全活動に取り組む。海難救助訓練の実施。種苗放流。 

平成 30 年度：多様な構成種の藻場への再生。海難救助訓練の実施。種苗放流。 

令和元年度：保護区域内の藻場回復。種苗放流。救命胴衣装着訓練。 

令和２年度：保護区域内の藻場回復。種苗放流。 

令和３年度：保護区域内の藻場回復。種苗放流。 

令和４年度：保護区域内の藻場回復。種苗放流。 

令和５年度：対象区域における生物量、海藻の被度、種類の増加。 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

食害生物の

除去（ウニ） 

海中でつぶす（ガンガゼ、ク

ロウニ） 

ウニフェンス内で

は、ウニ密度は低く

保持している。外で

は密度が高い。 

ウニ密度の低い状

態の維持 

食害生物の

除去（魚類） 

刺網 令和４年度はアイゴ

101 尾、メジナ 291

尾、ニザダイ４尾、ブ

ダイ１尾 

 

海藻の種苗

投入 

２月にマジリモク種苗付建

材ブロック 10 個を保護区 1

箇所に設置 

 多種、適正な種苗の

確保 

母藻の設置 マメタワラ、ヤツマタモク

等を採取し、海藻を結束バ

ンドでロープに付け設置、

籠３個に入れて同一箇所に

設置。ロープは 45ｍ。 

 令和５年度春の浅

子周辺海域のヒジ

キの集荷量は過去

10 年間で最少であ

った。 
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【活動状況の写真】 

 
説明： 母藻をロープに付け

設置 

説明：母藻をかごに入れ設置 説明：刺網による魚類駆除 

 
説明： 駆除したアイゴ等 説明：カサゴの放流 説明：カサゴの放流 

 
説明：ウニ駆除 説明：ウニ駆除 説明： ウニフェンスの交換、

掃除 

 
説明：ウニフェンスの交換、

修理 

説明：モニタリング 説明：種苗投入 
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５）佐須地区藻場保全組織（長崎県 対馬市） 
 
【活動における課題】 

活動も 7 年目に入り、参加者も活動になれてきてスムーズな活動はできているが、母藻

の育成に毎年失敗しており、なんとか本年度は成功させたい。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度： 

平成 29 年度：藻場の維持回復・水域の監視をすることで漁場環境の状況把握に努める。

平成 30 年度：効率的な駆除作業を行う。 

令和元年度：駆除作業と並行して母藻の育成増殖を行う。 

令和２年度：限られた予算内で効率的な駆除・監視・母藻育成作業を行う。 

令和３年度：限られた予算内で効率的な駆除・監視・母藻育成作業を行う。 

令和４年度：限られた予算内で効率的な駆除・監視・母藻育成作業を行う。 

令和５年度：限られた予算内で効率的な駆除・監視・母藻育成作業を行う。 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 モニタリング（6 月） 

雑魚刺し網による食害生物

の駆除（9 月） 

潜水によるウニの駆除作業

（10 月） 

母藻の設置（2 月） 

刺し網 

参加隻数２隻 

活動日数４日 

駆除成果物 

507 匹 432 ㎏ 

潜水 

参加隻数 4隻 

活動日数 3日 

駆除成果物 

ウニ類 6340 個 

駆除作業の日数が

もっと増やしたい。

母藻の育成方法 

国境・水域

の監視 

1～２隻で小茂田沖合・沿岸

海域の監視活動 

（6 月～2 月） 

 監視回数をもっと

増やしたい。 
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【活動状況の写真】 

 
説明： 刺網駆除成果物 説明：刺網駆除 説明：網修繕作業 

 
説明： ウニ駆除作業 説明：ウニ駆除作業 説明：ウニ駆除作業  

 
説明：水域の監視出発前 説明：漂流ゴミ 説明： 漂流ゴミ 

 
説明：モニタリング 説明：モニタリング 説明： モニタリング 
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６）目井津地域活動組織（宮崎県日南市） 
 

【活動における課題】 

水産業・漁村（目井津地域）の持つ多面的機能が将来にわたり良好な状態を発揮するた

め、行政や漁業者団体等の連携の下、水産多面的機能発揮対策事業の各種取組を実施す

る。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：対象水域における生物量の増加 

平成 29 年度：対象水域における生物量の増加 

平成 30 年度：対象水域における生物量の増加、不審船または環境異変の通報件数の増加

令和元年度：対象水域における生物量の増加、不審船または環境異変の通報件数の増加

令和２年度：対象水域における生物量の増加、不審船または環境異変の通報件数の増加

令和３年度：対象水域における生物量の増加、不審船または環境異変の通報件数の増加

令和４年度：対象水域における生物量の増加、不審船または環境異変の通報件数の増加

令和５年度：対象水域における生物量の増加、不審船または環境異変の通報件数の増加

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

漂流・漂着

物・堆積物

処理 

・漂流、漂着堆積

ゴミ回収 

・モニタリング 

平成２５年度より実施。

堆積したゴミの回収と

モニタリングを行った。

年よっては計画回数を

達成できていない、ある

いは予定時期より遅れ

て実施する年もあった。

年々漂着するゴミの量が

増加している。また、参加

できる漁業者の数が年々

減少しているため、日当等

の活動予算に残が生じて

いる状況である。よって、

より良い参集方法などを

検討する必要がある。 

藻場保全 ・食害生物（ウニ）

駆除 

令和２年度より実施。 

干潮時に磯場で駆除を

実施。天候や海況により

影響があったが計画回

数は達成した。 

悪天候も考慮した計画を

策定する必要がある。 

構成員の高齢化が進んで

おり、より良い駆除方法や

藻場保全活動を検討する

必要がある。 

海の監視ネ

ットワーク

強化 

監視ネットワーク

強化のための海上

監視・情報収集 

平成３０年度より実施。

天候等の影響があった

が計画回数を達成した。

悪天候も考慮した計画を

策定する必要がある。 
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【活動状況の写真】 

 
説明：ウニ駆除（モニタリング） 説明：ウニ駆除（作業） 

 
説明：漂流・堆積物（モニタリング） 説明：漂流・堆積物（モニタリング） 

説明：海の監視ネットワーク活動 説明： 理解・増進活動 
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全
の
会

４　干潟部会

①事例紹介　守江湾干潟保全の会　（大分県杵築市）
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５
．
母
貝
団
地
の
造
成

網
袋

網
袋

網
袋

ラ
ッ
セ
ル
網
袋

目
合
い

×
㎜

大
き
さ

㎝
×

㎝
内
容
物

砂
利

細
目
５

当
初

ケ
ア
シ
ェ
ル
混
合

設
置
数

袋
約

㎡

網
袋
に
砂
利
を
入
れ
、
干
潟
に
設
置
す
る

天
然
稚
貝
が
集
積
し
、
母
貝
ま
で
成
長

種
苗 積
極
的
な
放
流
な
し

天
然
稚
貝
の
集
積
を

期
待
す
る

被
覆
網

被
覆
網

被
覆
網

５
．
母
貝
団
地
の
造
成

ラ
ッ
セ
ル
防
風
網

目
合
い

㎜
大
き
さ

×
設
置
数

枚 ㎡

種
苗

人
工
種
苗

※

殻
長

㎜
万
個

枚
被
覆
網
の
中
に
ア
サ
リ
の
種
苗
を
放
流

網
に
保
護
さ
れ
、
ア
サ
リ
は
母
貝
ま
で
成
長

累
積
放
流
数

万
個
程
度

※
：
ア
サ
リ
人
工
種
苗
は
大
分
県
農
林
水
産
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー

水
産
研
究
部
よ
り
提
供

４
．
ア
サ
リ
資
源
回
復
の
考
え
方

ア
サ
リ
資
源
の
回
復

ア
サ
リ
資
源
の
回
復

ア
サ
リ
資
源
の
回
復

産
卵
量

産
卵
量

産
卵
量

稚
貝
発
生
量
の
増
加

稚
貝
発
生
量
の
増
加

稚
貝
発
生
量
の
増
加

稚
貝
発
生
量
の
増
加

稚
貝
発
生
量
の
増
加

稚
貝
発
生
量
の
増
加

稚
貝
発
生
量
の
増
加

稚
貝
発
生
量
の
増
加

稚
貝
発
生
量
の
増
加

稚
貝
発
生
量
の
増
加

稚
貝
発
生
量
の
増
加

稚
貝
発
生
量
の
増
加

稚
貝
発
生
量
の
増
加

稚
貝
発
生
量
の
増
加

稚
貝
発
生
量
の
増
加

稚
貝
発
生
量
の
増
加

稚
貝
発
生
量
の
増
加

稚
貝
発
生
量
の
増
加

稚
貝
発
生
量
の
増
加

稚
貝
発
生
量
の
増
加

稚
貝
発
生
量
の
増
加

稚
貝
発
生
量
の
増
加

母
貝
を
量
産

母
貝
を
量
産

母
貝
を
量
産

母
貝
団
地
を
造
成

母
貝
団
地
を
造
成

母
貝
団
地
を
造
成

・
保
護
区
域
の
設
定

母
貝
団
地
の
造
成
、
維
持
管
理

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

母
貝
団
地

生
産
状
況
の
確
認

守
江
湾
全
体

資
原
量
、
稚
貝
発
生
量
の
確
認

水
産
多
面
的
事
業
【
干
潟
の
保
全
】

そ
の
他

・
機
能
低
下
を
招
く
生
物
の
除
去
（
腹
足
類
）

ツ
メ
タ
ガ
イ
の
駆
除

３
．
守
江
湾
の
ア
サ
リ
資
源
の
現
状

・
ア
サ
リ
稚
貝
が
多
い
の
は
年
に

回
、

月
頃
（
前
年
の
秋
生
ま
れ
）

・
月
に
多
い
稚
貝
は
、
秋
に
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
く
な
る
（
他
の
海
域
と
同
じ
）

・
年
に
比
べ
て
、

年
、

年
、

年
は
少
な
い
（
豊
前
海
も
同
様
）
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６
．
母
貝
団
地
の
維
持
管
理

・
稚
貝
の
追
加
放
流

（
ア
サ
リ
稚
貝
を
収
集

大
野
方
式
）

・
過
密
部
分
の
間
引
き

母
貝
団
地
施
設
の
管
理

・
被
覆
網
、
網
袋
の
網
換
え

・
埋
没
し
た
部
分
の
復
旧

ア
サ
リ
の
密
度
管
理

被
覆
網

被
覆
網

被
覆
網

枚枚枚
網
袋

網
袋

網
袋

袋袋袋

５
．
母
貝
団
地
の
造
成

被
覆

網

網
袋

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点

※※※
設
置
年
ご
と
に
色
分
け

設
置
年
ご
と
に
色
分
け

設
置
年
ご
と
に
色
分
け

母
貝
団
地

灘
手
地
区

被
覆
網

被
覆
網

被
覆
網

枚枚枚
網
袋

網
袋

網
袋

袋袋袋

５
．
母
貝
団
地
の
造
成

被
覆

網

網
袋

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点

※※※
設
置
年
ご
と
に
色
分
け

設
置
年
ご
と
に
色
分
け

設
置
年
ご
と
に
色
分
け

母
貝
団
地

納
屋
地
区

５
．
母
貝
団
地
の
造
成

協
定

面
積

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点

保
護

区
域

腹
足

類
除

去
協
定
面
積

被
覆
網

枚
網
袋

袋

網
袋

袋
網
袋

袋

被
覆
網

枚
網
袋

袋

次
項
に
詳
細
図

次
項
に
詳
細
図

次
項
に
詳
細
図

納
屋
地
区

納
屋
地
区

納
屋
地
区

納
屋
地
区

灘
手
地
区

灘
手
地
区

灘
手
地
区

・
旧
漁
業
権
の
範
囲
に
よ
る
区
分
け

・
災
害
等
に
対
す
る
リ
ス
ク
分
散 な
ど

母
貝
団
地

守
江
湾
全
体
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６
．
母
貝
団
地
の
維
持
管
理

被
覆
網
の
砂
泥
除
去

網
袋
の
掘
り
起
こ
し

大
雨
や
台
風
、
強
風
の
後
に
点
検
し
、
必
要
に
応
じ
て
砂
泥
除
去
、

掘
り
起
こ
し
の
作
業
を
行
う

年
作
業
日
数
：

日
間

（
埋
没
へ
の
対
応
）

６
．
母
貝
団
地
の
維
持
管
理

波
浪

や
大

雨
な

ど
に

よ
り

、
網

に
砂

泥
が

堆
積

す
る

砂
泥

が
厚

く
堆

積
す

る
と

、
網

下
の

ア
サ

リ
は

死
ん

で
し

ま
う

⇒
 中

の
ア

サ
リ

が
死

ぬ
前

に
砂

泥
を

除
去

す
る

必
要

が
あ

る

（
埋

没
へ

の
対

応
）

埋
没

し
た

被
覆

網
埋

没
し

た
網

袋

６
．
母
貝
団
地
の
維
持
管
理

網
へ
の
海
藻
、
カ
キ
の
付
着
状
況
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
網
交
換
や

網
の
中
の
掃
除
を
行
う

年
交
換
数
：
被
覆
網

の
べ

枚
程
度
、
網
袋

袋
程
度

被
覆
網
の
交
換

（
～

回
年
）

網
袋
の
交
換

（
回

～
年
）

（
網
の
交
換
）

６
．
母
貝
団
地
の
維
持
管
理

海
藻

の
繁

茂
カ

キ
の

付
着

被
覆

網
、

網
袋

に
海

藻
や

カ
キ

な
ど

が
付

着
海

水
交

換
の

悪
化

、
餌

の
競

合
な

ど
ア

サ
リ

に
悪

影
響

が
考

え
ら

れ
る

⇒
 海

藻
、

カ
キ

が
付

着
し

た
網

を
定

期
的

に
交

換
す

る
必

要
あ

り

（
網

の
交

換
）
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ア
サ
リ
の
量

多
少

表
示
条
件
：

2
0
23
.1
-
2月

密
度
（生

）
網
の
設
置
時
期

単
位

：
g

H
2
9

H
3
0

H
3
1
.4

9
5
7
,3
1
2.
5

R
2
.3

9
4
4
,2
8
7.
5

R
2
.4

9
3
5
,9
7
5.
0

R
4

9
0
8
,9
8
7.
5

8
9
9
,6
7
5.
0

5
9
4
,9
0
0.
0

2
0
2
,8
7
5.
0

5
8
2
,8
7
5.
0
8
6
9
,6
5
0.
0
1
9
4
,7
7
5.
0

5
7
7
,7
0
0.
0
8
5
7
,6
2
5.
0
1
8
4
,6
8
7.
5

1
0
4

8
,3
8
7.
5
6
3
1
,1
3
7.
5

8
1
2
,2
8
7.
5
7
3
,2
1
2.
5
1
7
6
,8
0
0.
0

1
0
3
1
1
,2
5
0.
0
6
2
6
,7
3
7.
5

6
5
,4
8
7.
5
5
4
,1
8
7.
5
1
6
4
,3
6
2.
5

1
0
6
1
4
,5
0
0.
0
1
0
2
1
0
,0
3
7.
5
6
1
8
,1
6
2.
5

4
7
,4
5
0.
0
3
3
,3
2
5.
0
1
5
3
,5
0
0.
0

1
0
5
8
,3
5
0.
0
1
0
1
1
3
,3
3
7.
5
6
0
1
1
,0
6
2.
5

2
5
,3
2
5.
0
1
7
,2
8
7.
5
1
4
5
,9
8
7.
5
1
2
5
,7
7
5.
0
2
5
2
,7
3
7.
5
3
2

9
8
7.
5

6
8
1
2
,3
6
2.
5
6
5
1
3
,0
7
5.
0
1
0
0
8
,0
2
5.
0
1
1
1
5
,8
2
5.
0

1
3
2
,8
8
7.
5
1
1
3
,1
5
0.
0
2
4
2
,2
7
5.
0
3
1
2
,0
0
0.
0
3
8
1
,6
7
5.
0

1
0
8
1
0
,1
3
7.
5
6
7
1
3
,3
2
5.
0
6
4

7
,2
6
2.
5

1
1
2
6
,0
7
5.
0

1
0
5
,6
3
7.
5
2
3
5
,1
3
7.
5
3
0
3
,6
8
7.
5
3
7
2
,5
0
0.
0

1
1
0
1
1
,3
6
2.
5
1
0
7
6
,9
1
2.
5
6
6
8
,1
7
5.
0

9
1
,7
6
2.
5
2
2
4
,4
1
2.
5
2
9
5
,3
5
0.
0
3
6
2
,6
1
2.
5

1
0
9
8
,7
7
5.
0

2
1
3
,5
8
7.
5
2
8
4
,7
8
7.
5
3
5
2
,0
3
7.
5

2
7
7
,4
0
0.
0
3
4
2
,9
2
5.
0

2
6
5
,0
3
7.
5
3
3
2
,9
8
7.
5
4
0
1
,9
1
2.
5

被
覆
網
毎
の
ア
サ
リ
生
息
密
度
（

㎡
）

【
母
貝
団
地

納
屋
地
区
】

令
和

年
月

６
．
母
貝
団
地
の
維
持
管
理

過
密
な
被
覆
網
の
間
引
き

生
息
密
度
が
高
す
ぎ
る

⇒
餌
の
競
合
な
ど
で
ア
サ
リ
に
悪
影
響

高
密
度
な
網
か
ら
ア
サ
リ
を
間
引
き
、
低
密
度
な
網
に
放
流
す
る（
間
引
き
）

６
．
母
貝
団
地
の
維
持
管
理

（
稚
貝
の
追
加
放
流
）

回
収
状
況

放
流
状
況

月
頃

袋
か
ら
ア
サ
リ
を
取
り
出
し
、
母
貝
団
地
へ
放
流
す
る

ア
サ
リ
の
収
穫
量
：

袋
当
り

個

６
．
母
貝
団
地
の
維
持
管
理

製
作

状
況

設
置

状
況

大
型

（
㎜

以
上

）
種

苗
の

確
保

⇒
 稚

貝
採

集
袋

（
広

島
県

大
野

方
式

）

月
頃

ア
サ

リ
稚

貝
の

発
生

状
況

を
確

認
し

、
袋

に
詰

め
、

そ
の

場
に

置
く

年
設

置
数

：
袋

程
度

（
稚

貝
の

追
加

放
流

）
６
．
母
貝
団
地
の
維
持
管
理

月 月 月 月 月 月

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

人
工

種
苗 放

流
㎜

万
個

人
工

種
苗 放
流

㎜
万

個
← 天

然
発

生
群納
屋

被
覆

網
内

の
ア

サ
リ

殻
長

組
成

の
推

移 被
覆

網
の

ア
サ

リ
の

維
持

に
は

、
追

加
放

流
が

必
要

㎜
程

度
の

人
工

種
苗

の
追

加
で

は
効

果
が

見
ら

れ
な

い
⇒

 よ
り

大
き

な
種

苗
を

放
流

す
る

必
要

が
あ

る

（
稚

貝
の

追
加

放
流

）
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８
．
腹
足
類
の
除
去

対
象
生
物

・
ツ
メ
タ
ガ
イ
（
卵
塊
含
む
）

・
サ
キ
グ
ロ
タ
マ
ツ
メ
タ

・
ア
カ
ニ
シ

作
業
量 回
年

～
名

採
集
量

回
あ
た
り

成
体

程
度
、
卵
塊

程
度

７
．
生
産
量
、
資
原
量
の
推
定
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）

干
潟
の
調
査
地
点

干
潟
の
調
査
地
点

干
潟
の
調
査
地
点

母
貝
団
地
内
の
調
査
地
点

母
貝
団
地
内
の
調
査
地
点

母
貝
団
地
内
の
調
査
地
点

㎝
角
の
枠

㎝
角
の
枠

㎝
角
の
枠

ふ
る
い
２
㎜
目

ふ
る
い
２
㎜
目

ふ
る
い
２
㎜
目

二
枚
貝
を
選
別

二
枚
貝
を
選
別

二
枚
貝
を
選
別

個
数
、
殻
長
、
重
量
を
測
定

個
数
、
殻
長
、
重
量
を
測
定

個
数
、
殻
長
、
重
量
を
測
定

７
．
生
産
量
、
資
原
量
の
推
定
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）

母
貝
団
地
の
ア
サ
リ
生
産
量
調
査

・
被
覆
網

回
年

（
月
、

月
、

月
）

・
網
袋

回
年

（
月
）

守
江
湾
全
体
の
ア
サ
リ
資
源
量
調
査

・
資
源
量
調
査

回
年

（
月
）

６
．
母
貝
団
地
の
維
持
管
理

漁
業
者
に
よ
る
間
引
き

小
学
生
に
よ
る
間
引
き

実
施
日
：

漁
業
者
：

名
採
取
量
：
約

実
施
日
：

漁
業
者
：

名
小
学
生
：
北
杵
築
小

全
校

名
採
取
量
：
約

（
間
引
き
）
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１
０
．
守
江
湾
全
体
の
ア
サ
リ
資
源
量
の
推
移
（
補
足
）

ア
サ

リ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

守
江

湾
の

ア
サ

リ
資

源
回

復
⇒

 伊
予

灘
、

別
府

湾
、

豊
後

水
道

な
ど

周
辺

の
海

域
全

体
の

ア
サ

リ
資

源
回

復

１
０
．
守
江
湾
全
体
の
ア
サ
リ
資
源
量
の
推
移

ア
サ
リ
母
貝
は
増
え
て
お
り
、
産
卵
量
も
増
加
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
稚
貝
発
生
量
の
増
加

に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い

９
．
母
貝
団
地
内
の
ア
サ
リ

051015

2
6
10
14
18
22
26
30
34
38
42
46
50

割合（％）

殻
長
(m
m
)

N
=1
,9
73

05

1
0

1
5

2
6
1
0
1
4
1
8
2
2
2
6
3
0
3
4
3
8
4
2
4
6
5
0

割合（％）

殻
長
(m
m
)

N
=5
,5
6
5

平
均

㎜
平
均

㎜

被
覆
網

網
袋

殻
長

㎜
以
上
の
ア
サ
リ

⇒
産
卵
で
き
る

㎜
以
上

㎜
以
上

母
貝
団
地
の
中
に
は
、
産
卵
可
能
な
ア
サ
リ
が
生
息
し
て
お
り
、

産
卵
量
の
増
加
に
寄
与
し
て
い
る
と
、
推
察
さ
れ
る

（
大
き
さ
）

月
ト
ン

設
置

設
置

設
置

９
．
母
貝
団
地
内
の
ア
サ
リ

被
覆
網
な
ど
の
母
貝
団
地
施
設
の
増
加
と
、
放
流
し
た
ア
サ
リ
の

成
長
に
伴
い
、
生
産
量
は
増
加

（
月
時
点

約
ト
ン
）

（
生
産
量
）

49



１
１
．
今
後
の
取
り
組
み

③
周
辺
地
域
へ
の
波
及

ア
サ
リ
の
取
組
、
利
用
を
行
う
地
区

（
水
産
多
面
的
以
外
の
活
動
を
含
む
）

・
ア
サ
リ
資
源
の
回
復
は
広
域
的
な
課
題

・
ア
サ
リ
を
増
や
す
取
り
組
み
の
拡
大
を
目
指
す

②
地
域
の
教
育
・
啓
発
活
動
へ
の
利
用

ア
サ
リ
の
間
引
き
体
験
な
ど
を
通
し
、
干
潟

の
環
境
、
生
態
系
な
ど
を
学
ぶ
場
と
し
て
の

活
用
を
促
進
す
る

１
１
．
今
後
の
取
り
組
み

①
母
貝
団
地
の
管
理
を
継
続

ア
サ
リ
が
産
卵
す
る
場
を
確
保
す
る
た
め
、

守
江
湾
の
母
貝
団
地
の
管
理
を
継
続
す
る
。
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ア
サ
リ
増
殖
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

ア
サ
リ
資
源
全
国
協
議
会

ア
サ
リ
に
」

粒
径

1-
2 

m
m

①

②

③

④ア
サ
リ
の
寿
命

8-
9年

浮
遊
幼
生
期
は

2-
3週
間

⑤
そ
の
他
、
高
水
温
や
干
出
時
間
に
も
注
意

4

ア
サ
リ
漁
獲
量
と
平
均
単
価
の
推
移

3
令
和

3年
度
漁
業
・
養
殖
業
生
産
統
計

農
林
水
産
省

福
岡
会
場
（
令
和

5年
8月

24
日

木
曜
日

14
時
か
ら

17
時
）

守
江
湾
干
潟
保
全
の
会
，
大
分
県
；
杵
築
市

2

大
阪
会
場
（
令
和

5年
9月

7日
木
曜
日

9時
30
分
か
ら
13
時
）

炬
口
地
区
豊
か
な
海
づ
く
り
活
動
組
織
（兵
庫
県
；洲
本
市
）

令
和

年
度

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会

干
潟
部
会

成
果
指
標
で
あ
る
二
枚
貝
の
生
息
環
境
の

改
善
手
法
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
吉
田

司
1

②干潟等の保全について

　成果指標である二枚貝の生息環境の改善手法とモニタリング
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６
月
中
旬
の
小
潮
辺
り
で
実
施
、
粒
度
７
号
砕
石
（

）
を
使
用

（
漁
場
で
想
定
さ
れ
る
最
大
波
力
で
流
さ
れ
な
い
砕
石
）

砕
石
を
客
土
す
る
こ
と
で
ア
サ
リ
が
留
ま
り
や
す
い
環
境
を
作
る

8

客
土
の
事
例

船
橋
市
漁
協
活
動
グ
ル
ー
プ
千
葉
県

平
成成

年年年年年年年年年年年年
ア
サ
リ
１
年
貝
分
布
密
度
（
個個個

㎡
）

10
0個

/㎡

10
,0
00
個

/㎡

0/
㎡

1,
00

0個
/㎡

10
個

/㎡

0

0

1,
68

5
95

66
8

0

19
1

64

32

22
2

70
0

64

0

0
0

64

32

1,
20

8

過
去
に
客
土
実
施

客
土
し
た
場
所
は
、

稚
貝
発
生
良
好
！
！

客
土
の
事
例

火
散
布
沼
（
ヒ
チ
リ
ッ
プ
）

ヒ
チ
リ
ッ
プ
）
干
潟
を
保
全
す
る
会
（
北
海
道
） 7

干
潟
の
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の
客
土

客
土

6

こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
干
潟
の
保
全
活
動

活
動
の
区
分

活
動
の
内
容

活
動
の
区
分

活
動
の
内
容

場
の
保
全

客
土
（
覆
砂
）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

干
潟
の
形
状
や
環
境

砂
の
移
動
防
止

生
物
現
存
量

海
底
耕
う
ん

漁
場
と
し
て
の
利
用
、
社
会
背
景

死
殻
の
除
去

普
及
啓
発

広
報

流
域
に
お
け
る
植
林

体
験
学
習
等
の
実
施

浮
遊
・
堆
積
物
の
除
去

一
般
市
民
と
の
連
携

種
の
保
全

保
護
区
域
の
設
定

意
識
向
上

干
潟
保
全
の
研
修
会

機
能
発
揮
の
た
め
の
生
物
移
植

専
門
家
と
の
懇
談
会

稚
貝
等
の
沈
着
促
進

先
進
事
例
の
視
察

稚
貝
の
移
動
分
散
、
密
度
管
理

そ
の
他
特
認
活
動

機
能
低
下
を
招
く
生
物
の
除
去

活
動
の
効
果
促
進
に
資
す
る
活
動

母
貝
の
確
保

活
動
に
よ
り
生
じ
た
廃
棄
物
の
利
活
用

底
質
改
善

稚
貝
の
確
保

食
害
の
防
止

国
民
へ
の

理
解
の
増
進

5
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海
水
池
で
の
ア
サ
リ
種
苗
人
工
生
産
技
術

山
口
県

山
口
県
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
大
型
試
験
池

 1
.5

ha
、

11
0×

14
0ｍ

12

稚
貝
の
沈
着
促
進
（
大
野
方
式
）

広
島
県

前
潟
干
潟
研
究
会

11

10

ナ
メ
ク
ジ
ウ
オ

浅
場
に
お
け
る
海
底
耕
う
ん

兵
庫
県
淡
路
島
東
側
、
大
阪
湾
に
位
置
す
る
森
地
区

浮
遊
堆
積
物
の
除
去

干
潟
の
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の
海
底
耕
う
ん

客
土

9
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カ
イ
ヤ
ド
リ
ウ
ミ
グ
モ

Ny
m

ph
on

el
la

 ta
pe

tis

分
類
学

節
足
動
物
門
、
皆
脚
（
ウ
ミ
グ
モ
）
綱
、
皆
脚
目

宿
主
名

ア
サ
リ
、
オ
ニ
ア
サ
リ
、
シ
ズ
ク
ガ
イ
、
キ
ヌ
マ
ト
イ
ガ

イ
な
ど

寄
生
部
位

外
套
腔

肉
眼
所
見

二
枚
貝
類
の
外
套
腔
か
ら
鰓
、
唇
弁
の
表
面
に
、

0
.5

-
5
 m

m
の
ウ
ミ
グ
モ
が
１
か
ら
数
十
個

寄
生
虫
学

幼
生
は
頭
部
前
端
に
あ
る
吻
を
貝
の
体
壁
に
穿
入
さ

せ
、
体
液
を
吸
収
し
て
成
長
（

O
ga

w
a 

&
 M

at
su

za
ki

, 
19

85
）
。
成
体
に
な
る
と
外
に
出
て
潜
砂
し
自
由
生
活

性
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
貝
の
中
で
成
熟
す

る
例
も
あ
る
（
多
留
ら
、

20
07
）
。
潮
間
帯
に
生
息
し
て

い
る
こ
と
か
ら
広
塩
性
で
あ
り
、
低
温
（

13
℃
）
耐
性
も

あ
る
（
多
留
ら
、

20
07
）

病
理
学

重
度
の
寄
生
に
よ
り
栄
養
的
な
負
荷
が
か
か
る
だ
け

で
な
く
、
水
管
か
ら
鰓
に
至
る
外
套
腔
を
占
拠
す
る
こ

と
で
水
流
を
阻
害
し
、
呼
吸
効
率
の
低
下
さ
せ
（
多
留

ら
、

20
07
）
、
結
果
、
宿
主
貝
は
衰
弱
、
死
亡
す
る

人
体
に
対
す
る

影
響

人
間
に
は
寄
生
し
な
い
。
寄
生
を
受
け
た
貝
に
も
毒

性
（
下
痢
性
、
麻
痺
性
）
は
な
い

診
断
法

外
套
腔
内
に
寄
生
し
て
い
る
ク
モ
状
の
虫
体
は
、
容

易
に
肉
眼
で
観
察
で
き
る
。
頭
部
、
４
節
の
胸
部
、
萎

縮
し
た
腹
部
か
ら
な
り
、
胸
部
各
節
は
長
い
付
属
肢
１

対
を
有
す
る

16

生
物
の
除
去
（
腹
足
類
）

船
橋
地
区
（
6月
下
～
）

船
橋
・
木
更
津
地
区

（
6下
～

12
月
）

浦
島
地
区
（
8,
10
月
）

川
口
地
区
（
7～

9月
）

湾
中

徒
手
等

船
橋

大
撒
き
等

木
更
津

徒
手
等

浦
島

徒
手
等

川
口

徒
手
・
ヨ
イ
シ
ョ

手
法

ツ
メ
タ
ガ
イ
成
貝
・
卵
塊

ツ
メ
タ
ガ
イ
成
貝
・
卵
塊
及
び

キ
セ
ワ
タ
ガ
イ

ツ
メ
タ
ガ
イ
成
貝
・
卵
塊

ツ
メ
タ
ガ
イ
成
貝
・
卵
塊
・
ア
カ
ニ
シ

（
6下
キ
セ
ワ
タ
ガ
イ

ツ
メ
タ
ガ
イ

食
用
で
な
い
つ
ぶ
貝
類

15

生
物
の
除
去
（
ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
）

14

ア
サ
リ
稚
貝
の
回
収
技
術

（
曳
走
式
噴
流
ジ
ョ
レ
ン
）

消
防
ポ
ン
プ

ジ
ョ
レ
ン
本
体
重
量

35
㎏

ひ
き
歩
き
速
度
約

年
に
は

ト
ン
（
平
均
殻
長

㎜
、

万
個
）
が
回
収
、
配
布

13
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20

か
い
ぼ
り
に
よ
る
海
域
へ
の
栄
養
塩
供
給

兵
庫
県
淡
路
島
森
地
区

施
肥
材

19

25
 cm

豊
か
な
海

ア
サ
リ
の
肥
満
度

18

カ
イ
ヤ
ド
リ
ウ
ミ
グ
モ
の
除
去

チ
ェ
ー
ン
曳
き
器
具
（

，
）
，
ネ
ッ
ト
曳
き
器
具
（

）

H2
1 
千
葉
県
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

駆
除
試
験
の
作
業
図
（

D）

17
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の
貯
留
プ
ロ
セ
ス

ブ
ル

ー
カ

ー
ボ

ン
生

態
系

に
お

け
る

吸
収

速
度

割
合

桑
江
ほ
か
（
土
木
学
会
論
文
集

）

22

干
潟
や
藻
場
は
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
・
固
定
し
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
を
緩
和
す
る

場
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

陸
上
の
生
物
に
よ
っ
て
貯
蔵
さ
れ
る
炭
素
を
「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ボ
ン
と
呼
ぶ
の
に
対
し
、

海
洋
の
生
物
に
よ
っ
て
貯
蔵
さ
れ
る
炭
素
は
「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ht
tp
s:/

/w
w
w.

jfa
.m

af
f.g

o.
jp
/j/

ko
ho

/p
r/
pa

m
ph

/p
df
/2

1-
25

m
ob

ah
ig
at
ah

yo
uk

a.
pd

f
21

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
に
お
け
る

地
球
温
暖
化
対
策
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30

室
津

地
区

豊
か

な
海

づ
く

り
活

動
組

織
（

兵
庫

県
た

つ
の

市
）

明
石
地
区
江
井
ヶ
島
豊
か
な
海
を
守
る
会
（
兵
庫
県
明
石
市
）

海
底
耕
う
ん
に
用
い
た
桁

海
底
耕
う
ん
の
作
業
状
況

海
底
ゴ
ミ
の
回
収
状
況

海
底
ゴ
ミ
の
回
収
状
況

海
底
耕
う
ん
に
用
い
た
桁

海
底
耕
う
ん
の
作
業
状
況

海
底
耕
う
ん
の
作
業
状
況

タ
コ
類
の
漁
獲
量
推
移

地
区
活
動
組
織
の
活
動
内
容
事
例

29

1.
 火
散
布
沼
干
潟
を
保
全
す
る
会
（
北
海
道
；厚
岸
郡
）

2.
 舟
橋
市
漁
協
活
動
グ
ル
ー
プ
（
千
葉
県
；
船
橋
市
）

3.
 赤
須
賀
漁
協
青
年
部
研
究
会
（
三
重
県
；
桑
名
市
）

4.
 兵
庫
運
河
を
美
し
く
す
る
会
（
兵
庫
県
；神
戸
市
）

5.
 江
井
ヶ
島
地
区
豊
か
な
海
づ
く
り
活
動
組
織
（
兵
庫
県
；
明
石
市
）

6.
 室
津
地
区
（
兵
庫
県
；た
つ
の
市
）

7.
 森
地
区
（
兵
庫
県
；
淡
路
市
）

8.
炬
口
地
区
（
兵
庫
県
；
洲
本
市
）

9.
 由
良
地
区
（
兵
庫
県
；
洲
本
市
）

10
.丸
山
地
区
豊
か
な
海
づ
く
り
活
動
組
織
（
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
）

11
.南
あ
わ
じ
市
湊
地
区
豊
か
な
海
づ
く
り
活
動
組
織
（
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
）

12
. 廿
日
市
市
前
浜
干
潟
研
究
会
（
広
島
県
；廿
日
市
市
）

13
.安
芸
津
干
潟
研
究
会
（
広
島
県
東
広
島
市
）

14
. 大
浜
干
潟
を
育
て
る
会
（
山
口
県
；周
南
市
）

15
. 藤
曲
浦
地
区
活
性
化
グ
ル
ー
プ
（
山
口
県
；
宇
部
市
）

16
. 守
江
湾
干
潟
保
全
の
会
（
大
分
県
；
杵
築
市
）

17
.博

多
湾
環
境
保

全
伊
崎
作
業
部
会

（
福

岡
県

;福
岡
市
）

18
. 鏡
町
あ
さ
り
活
動
組
織
（
熊
本
県
；八
代
市
）

19
. あ
い
ら
藻
場
・
干
潟
再
生
協
議
会
（
鹿
児
島
県
；
姶
良
市
）

1

2

3

12
,1

3

14

15

18 19
4,

 5
, 6

, 7
, 8

, 9
, 1

0,
11

16

14

17

28

事
例
紹
介

ま
と
め

➢
ア
サ
リ
の
保
護
・
育
成
技
術
は
集
積
さ
れ
て
い
る
。

➢
た
と
え
ば
、
被
覆
網
、
囲
い
網
等
に
よ
る
食
害
防
止
、
袋
網
に
よ
る
天

然
採
苗
、
耕
う
ん
、
砕
石
等
の
客
土
、
母
貝
団
地
と
し
て
の
垂
下
養
殖

の
利
用
等
が
あ
る
。

➢
こ
れ
ら
の
技
術
を
地
域
や
漁
業
者
の
事
情
に
合
わ
せ
て
選
択
し
、
適
用

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

➢
し
か
し
、
就
業
者
の
減
少
、
高
齢
化
に
よ
り
、
人
材
の
確
保
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
。

➢
そ
の
た
め
、
国
民
へ
の
理
解
の
増
進
、
次
世
代
へ
の
教
育
・
学
習
が
必

要
で
あ
る
。

➢
ま
た
、
目
的
の
共
有
に
は
漁
業
ＩＣ
Ｔ
や
知
識
の
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
タ
ー
と
し

て
普
及
員
の
活
用
が
重
要
で
あ
る
。

➢
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
検
討
も
始
め
る
。

27
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34

山
口
県
宇
部
市
藤
曲
浦
（
ふ
じ
ま
が
り
）
地
区

地
域
特
性
に
合
わ
せ
た
被
覆
網
の
考
案

あ
い
ら
藻
場
・
干
潟
再
生
協
議
会
（
鹿
児
島
県
）

33

ク
ロ
ダ
イ
や
キ
チ
ヌ
に
よ
る

ア
サ
リ
の
食
害

被
覆
網
に
よ
る
食
害
防
止

博
多
湾
環
境
保
全
伊
崎
作
業
部
会

（
福
岡
県
福
岡
市
）

32

海
底

耕
耘

道
具

ア
サ
リ
稚
貝
の
採
取

使
用
し
た
じ

ょ
れ

ん

浮
遊
堆
積
ゴ
ミ
（
ア
オ
サ
）

海
底

清
掃

ご
み
回

収

地
元

小
学

生
と
の

教
育
学

習

31

丸
山
地
区
豊
か
な
海
づ
く
り
活
動
組
織
（
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
）

湊
地
区
豊
か
な
海
づ
く
り
活
動
組
織
（
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
）

海
底
耕
う
ん
に
用
い
た
桁

稚
ナ
マ
コ
放
流

海
岸
清
掃

海
底
耕
う
ん
に
用
い
た
桁

マ
ナ
マ
コ
採
苗
器

稚
ナ
マ
コ
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社
会
科
見
学
に
来
た
児
童
た
ち
の
感
想
文

38

令
和

4年
度

 兵
庫
県
由
良
地
区
豊
か
な
海
づ
く
り
活
動
組
織
資
料

干
潟
観
察
会

出
前
授
業

赤
須
賀
漁
業
協
同
組
合
青
壮
年
部
研
究
会

干
潟
の
こ
と
を
も
っ
と
沢
山
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

国
民
へ
の
理
解
の
増
進

37

兵
庫
県
由
良
地
区
漁
村
文
化
継
承
教
育
（
料
理
教
室
）

三
重
県
赤
須
賀
漁
協
青
壮
年
部
研
究
会
に

よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

➢
ア
サ
リ
や
ハ
マ
グ
リ
等
の
有
用
二
枚
貝

の
資
源
量
調
査
及
び
環
境
調
査

年
２
回
、
干
潟
と
そ
の
周
辺
の
計
２
２
地
点
で
、
貝
類
の
個
数
と
殻

年
２
回
、
干
潟
と
そ
の
周
辺
の
計
２
２
地
点
で
、
貝
類
の
個
数
と
殻

長
、
粒
度
組
成
、
強
熱
減
量
を
三
重
県
水
産
研
究
所
の
機
材
等
を

長長長長長
、
粒粒粒粒粒粒
度度度度度
組組組組組組組組組
成成成成成成
、
強強強強強強強
熱熱熱熱熱
減減減減減減減減減
量量量量量
ををを
三三
重重重重重重

借
り
て
自
分
た
ち
で
行
っ
て
い
る
。

借 →
て
自
分
た
ち
で
行
っ
て
い
る
。

借
り
て

→→→→→→
今
年
は
、
ハ
マ
グ
リ
稚
貝
が
多
く
発
生
！
！

02040608010
0

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

個
/
m

2
長
島
干
潟
（
ハ
マ
グ
リ
生
息
密
度
）

02040608010
0

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

％
長
島
干
潟
（
粒
度
組
成
）

泥
(＜

0.
06

3)
極
細
砂

(0
.0
63

-0
.1
25

)
細
砂

(0
.1
25

-0
.2
5)

中
砂

(0
.2
5-
0.
5)

粗
砂

(0
.5
-1
0)

礫
(≧

10
m
m
)

36

港
区
地
先
（
現
在
の
張
り
込
み
面
積
は
約
2万
平
方
メ
ー
ト
ル
）

35

熊
本
県
鏡
町
あ
さ
り
活
動
組
織
に
よ
る

被
覆
網
の
大
規
模
展
開
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地
域

別
、

活
動

組
織

の
取

り
組

み
都
道
府
県

成
果
報
告
件
数

実
績
の
低
下
理
由

今
後
の
対
策

備
考

兵
庫
県

底
生
生
物
の
増
加

引
き
続
き
耕
耘
を
実
施
、
硫
化
水
素
臭
の
軽
減

か
い
ぼ
り
の
実
施

和
歌
山
県

実
績
上
昇

活
動
人
数
の
確
保

広
島
県

大
規
模
採
苗
の
中
止

種
苗
の
入
手
の
確
保

人
工
種
苗
を
用
い
た
中
間
育
成
試
験

貧
酸
素
、
食
害
、
高
水
温
、

焼
成
乾
燥
カ
キ
殻
の
す
き
込
み
、
耕
耘

山
口
県

泥
の
堆
積
、
食
害
、
高
水
温
、

浜
の
巡
回
、
重
機
に
よ
る
泥
の
除
去
、
被
覆
網
メ
ン
テ
ナ

ン
ス

漁
業
者
が
ア
サ
リ
の
成
長
を
意
識

香
川
県

川
砂
の
流
入

重
機
に
よ
る
泥
の
除
去
の
検
討

耕
耘
面
積
が
小
さ
い

活
動
人
数
の
確
保

愛
媛
県

環
境
の
悪
化

耕
耘
機
の
改
良
や
回
数
の
増
加

高
知
県

砂
の
堆
積

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
間
引
き

小
学
生
等
の
間
引
き
体
験
学
習

地
域

別
、

活
動

組
織

の
取

り
組

み
都
道
府
県

成
果
報
告
件
数

実
績
の
低
下
理
由

今
後
の
対
策

備
考

北
海
道

食
害
、
波
浪
・
高
潮
被
害

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
（
検
討
中
）

ア
マ
モ
の
繁
殖
に
よ
る
底
質
悪
化

青
森
県

稚
貝
・
成
貝
の
流
出

耕
耘
、
放
流
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

宮
城
県

食
害
、
波
浪
・
高
潮
被
害

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
資
源
管
理

ア
サ
リ
生
息
域
の
一
部
狭
隘
化

秋
田
県

ー
ー

漁
業
者
間
の
交
流
と
連
携
が
盛
ん
に

福
島
県

地
域
に
よ
り
実
績
上
昇

資
源
管
理
、
食
害

千
葉
県

地
域
に
よ
り
実
績
上
昇

客
土
、
食
害

ア
サ
リ
漁
業
の
再
開
し
た
地
域
も
あ
り

稚
貝
発
生
の
減
少

被
覆
網
の
拡
充

ア
オ
サ
の
発
生

回
収

高
水
温

新
た
な
対
策
考
案
中

ハ
マ
グ
リ
種
苗
の
放
流

愛
知
県

浮
遊
幼
生
量
の
減
少
、
波
浪
等

漁
場
環
境
の
改
善
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
拡
充
）
、
砕
石
客

土
、
被
覆
網

三
重
県

餌
の
減
少
、
貧
酸
素
、
密
漁

更
な
る
耕
耘

滋
賀
県

渇
水
、
ア
オ
コ
の
発
生

在
来
魚
の
捕
獲
と
外
来
水
生
植
物
の
減
少

湖
底
の
ヘ
ド
ロ
化

耕
耘
や
清
掃

ア
ユ
の
産
卵
数
の
減
少
、
濁
り
に
よ
る
ア
ユ

の
遡
上
数
の
減
少

清
掃
の
継
続

釣
り
客
の
増
加
に
よ
る
監
視
や
啓
発
活
動

の
増
加

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

手
法
の
見
直
し

40

兵
庫
県
淡
路
島
由
良
町
地
区

浮
遊
堆
積
物
の
除
去

豪
雨
か
ら
の
復
興

安
芸
津
干
潟
研
究
会
（
広
島
県
東
広
島
市
）

39
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ご
清
聴
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
の
事
業
に
参
考
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

地
域

別
、

活
動

組
織

の
取

り
組

み
都
道
府
県

成
果
報
告
件
数

実
績
の
低
下
理
由

今
後
の
対
策

備
考

福
岡
県

食
害

ヒ
ト
デ
の
除
去

構
成
員
の
活
動
が
活
発

稚
貝
の
出
現
、
成
貝
は
み
ら
れ
な
い

耕
耘

佐
賀
県

豪
雨
、
母
貝
の
大
量
へ
い
死

採
苗
器
の
設
置
、
竹
ほ
う
き
建
に
よ
る
稚
貝
沈
着
促
進
、

耕
耘
の
実
施

構
成
員
の
意
欲
向
上
が
み
ら
れ
る

長
崎
県

食
害
、
砂
の
移
動
、
台
風
、
高
水
温

保
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
、
砂
利
袋
、
廃
棄
の
り
棒
の
利
用
、

被
覆
網
の
設
置

海
岸
沿
い
の
美
化

豪
雨
、
家
庭
排
水
、
干
潟
の
ヘ
ド
ロ
化

耕
耘
、
活
動
面
積
の
拡
大
、
連
携

潮
干
狩
り
の
開
催

熊
本
県

成
貝
は
み
ら
れ
な
い

耕
耘
に
よ
る
底
質
改
善
、
被
覆
網
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
増

設
、
赤
潮
被
害

繁
殖
保
護
の
た
め
休
業
の
実
施

保
護
区
の
設
定
、
被
覆
網
の
設
置

食
害

除
去
作
業
の
継
続
、
被
覆
網
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
刺
し
網

等
に
よ
る
被
覆
網
の
囲
い
込
み

台
風
、
冬
季
波
浪

着
底
稚
貝
の
保
護
、
育
成

出
荷
可
能
、
台
風
に
よ
る
被
覆
網
の
損
壊

被
覆
網
の
設
置
法
、
資
源
管
理
法
の
確
立
（
間
引
き
）

観
光
潮
干
狩
り
の
開
催

耕
耘
面
積
の
拡
大
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

管
理
を
行
え
ば
ア
サ
リ
は
育
つ
を
確
信

大
分
県

食
害
、
台
風

被
覆
網
に
よ
る
稚
貝
の
生
息
範
囲
の
拡
大

実
績
上
昇

母
貝
団
地
の
維
持
コ
ス
ト

宮
崎
県

台
風
の
被
害

底
質
改
善

鹿
児
島
県

赤
潮
被
害
（
赤
ナ
マ
コ
）

赤
潮
情
報
の
収
集

台
風
に
よ
る
親
貝
育
成
用
網
袋
の
流
出
、
破

損
、
高
水
温

高
水
温
期
に
は
沖
合
で
垂
下
式
に
よ
り
畜
養
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１）博多湾環境保全伊崎作業部会（福岡県福岡市） 
 
【活動における課題】 

・アマモ繁殖区域の耕うん 

・海底底質改善の為の海底清掃 

・食害生物の駆除 

・藻場の保全 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：博多湾の環境改善保守、水揚向上 

平成 29 年度：      〃 

平成 30 年度：      〃 

令和１年度：      〃 

令和２年度：      〃 

令和３年度：      〃 

令和４年度：      〃 

令和５年度：      〃 

 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

干潟等の保全 
（令和４年度迄

の実績） 

死殻の除去 17.4ｈａ   

除去量 3，008ｋｇ 

 

H29年度迄の活動

【令和４年度迄

の実績】 
機能発揮の為の生物移植 アサリ移植量 

 4,940 ㎏ 

移植稚貝の減少 

 

（令和４年度迄

の実績） 
耕耘 17.4ha   

回収ゴミ 18,534 ㎏  

 

 

藻場の保全 
（令和４年度迄

の実績） 

食害生物の除去 ウニ除去 

  20,200 個 

素潜りによる活

動の限界 

教育学習 地元小学生との海浜清掃,

耕うん見学，博多湾の見学

海浜のマイクロチッ

プの現状,博多湾の魚

類の見学 

 

海洋汚染等の

原因となる漂

流、漂着物、堆

積物処理 
（令和４年度迄

の実績） 

漁業者が行う砂浜、海底、

沖等の廃棄物等の処理 

133.55ｈ 

回収ゴミ 36,620 ㎏ 

 

 

 

③参加活動組織実績資料 
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【活動状況の写真】 

 

説明：干潟の保全（海底耕耘

道具整備）  

説明：海底耕耘中 説明： 耕うんごみ（あおさ）

 

 
説明：室見川であさり稚貝採取 説明： 機能発揮の為の生物移

植（アサリ）使用じょれん 

説明： 鵜来島周辺へ移植 

 

説明：(藻場の保全)ウニハー

ドル作成 

説明：(藻場の保全) 食害生物

の除去 

説明：(藻場の保全)食害生物

の除去 

 
説明：漂流、漂着物、堆積物処

理海底清掃作業中 

説明：海底清掃ごみ回収 説明： 地元小学生との教育学習
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活
動
当
初
の
大
杉
谷
川

川
の
中
も
荒
れ
放
題

川
へ
の
関
心
無
く
な
る

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

活
動
当
初
の
大
杉
谷
川

川
底
に
糸
状
性
藻
類
（
生
物
の
餌
に
な
り
に
く
い
）

橋
か
ら
川
が
見
え
ず

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

大
杉
谷
川
の
位
置
（小
松
市
）と
赤
瀬
ダ
ム

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

協
定
面
積
64

.8
ｈ

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

１７
年
間
の
活
動
と
こ
れ
か
ら

令
和
５
年
８
月
２
５
日

自
然
豊
か
で
魚
が
多
く
住
む
川
を

次
世
代
へ
引
き
渡
し
て
行
く
為
に
・・
・

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

５　内水面部会

①事例紹介　大杉谷川をよみがえらせる会　（石川県小松市）
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当
時
の
財
政

３
．
財
政

◇
①
10
の
町
内
会
か
ら
１世
帯
当
た
り
１５
０
円
の
活
動
支
援
金
を
拠
出
し
て

い
る
。

金
額
約

５
０
，
０
０
０
円

◇
②
小
松
市
よ
り
活
動
助
成
金

１５
０
，
０
０
０
円

合
計
２
０
０
，
０
０
０
円
が
活
動
資
金

現
在
も
毎
年
拠
出

し
て
頂
い
て
い
る

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

当
時
の
組
織

２
．
組
織

◇
①
石
川
県
小
松
市
大
杉
谷
地
区
（波
佐
谷
小
学
校

校
下
）
約
４
０
０
世
帯

◇
②
全
１０
町
の
町
内
会

長
谷
・波
佐
谷
・瀬
領
・上
リ
江
・打
木
・赤
瀬
・大
杉
地
区
４
町
内
会

◇
③
１０
の
地
域
団
体

・か
が
森
林
組
合
・大
杉
谷
川
漁
協
・大
杉
谷
観
光
協
会
・Ｊ
Ａ
小
松
市
松
東
支
店

・瀬
谷
商
工
会
・地
区
婦
人
会
・体
育
協
会
・波
佐
谷
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

・せ
せ
ら
ぎ
の
郷
・鈴
ケ
岳
を
守
る
会

以
上
が
参
加
し
結
成

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

【
大
杉
谷
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会
の
ロ
ゴ
】

◇
山
は
『
河
川
の
景
観
』

◇
流
線
は
『
清
流
』

◇
ピ
ン
ク
の
魚
は
『
桜
ウ
グ
イ
』

◇
青
の
魚
は
『
ス
イ
カ
の
香
り
の
鮎
』

◇
個
の
砂
礫
は
『
流
域
の

町
』
と
『
か
が
森

林
組
合
・
大
杉
谷
川
漁
協
・
大
杉
谷
観
光
協
会
・
Ｊ

Ａ
小
松
松
東
支
店
・
瀬
谷
商
工
会
・
地
区
婦
人
会
・

体
育
協
会
・
波
佐
谷
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
せ
せ
ら
ぎ
の
郷
・

鈴
ケ
岳
を
守
る
会
』

を
表
し
て
い
ま
す
。

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会
の
思
い

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会
の
設
立

１．
設
立

◇
①
設
立
総
会

平
成
１８
年
６
月
４
日

◇
②
設
立
目
的
（設
立
趣
意
書
要
約
）

地
域
の
各
種
団
体
が
梯
川
上
流
域
の
「大
杉
谷
川
」を
ダ
ム

が
で
き
る
以
前
の
よ
う
に
、
「子
ど
も
が
川
遊
び
が
で
き
る
」よ
う
に

し
よ
う
と
結
成
し
た
。

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会
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大
杉
谷
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

よ
み
が
え
ら
せ
る
会
の
取
り
組
み
の
様
子

川
に
日
が
差
し
込
む
よ
う
に
雑
木
や
竹
の
伐
採

雑
木
は
ま
き
ス
ト
ー
ブ
に
利
用大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

大
杉
谷
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

5月
～
10
月

・大
き
な
取
り
組
み
は
「よ
み
が
え
ら

せ
る
会
」と
し
て
取
り
組
み

・６
町
内
会
と
３
団
体
は
場
所
を
決
め

毎
年
取
り
組
ん
で
い
る

・年
間
延
べ
約
2０
０
名
が
参
加

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

・
大
杉
谷
川

ク
リ
ー
ン
作
戦

・
放
流
事
業

・
河
床
耕
耘

・
学
習
活
動

・
視
察
・
交
流

活
動

・
環
境
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

・
夏
の
水
棲

生
物
調
査

・
会
報
の
発
行

こ
れ
ま
で
の
８
つ
の
活
動

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

近
年
の
実
施
活
動

今
年
の
活
動
計
画

大
杉

谷
川

ク
リ
ー
ン

作
戦

放
流

事
業

河
床

耕
耘

学
習

活
動

視
察
・交

流
活
動

環
境

ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー

ル

水
棲
生

物
調
査

会
報
の

発
行

ウ
グ
イ
の

人
工

産
卵
床

平
成
28
年
度

○
○

○
○

○
○

大
雨
で

学
習
会

○

平
成
29
年
度
～

令
和
元
年
度

○
○

○
○

○
○

○
○

○

令
和
2～
4年
度

○
○

×
コ
ロ
ナ
予
防

×
コ
ロ
ナ
予
防

○
○

令
和
5年
度
予
定

○
○

？
○

○
○

○
○

？
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河
床
耕
耘

こ
れ
ま
で
に
３
カ
所
で
取
り
組
む

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

放
流
事
業 あ
ゆ
・か
じ
か
ご
り
・岩
魚
・ヤ
マ
メ
を
放
流

・岩
魚
・ヤ
マ
メ
を
放
流

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

大
杉
谷
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

行
政
の
広
報
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
！

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

大
杉
谷
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

秋
に
は
カ
メ
ラ
ス
ポ
ッ
ト
に

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会
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学
習
活
動

Ｈ
３
０
年

中
央
水
産
研
究
所

内
水
面
セ
ン
タ
ー

中
村
智
幸
氏
を
迎
え
て

ウ
グ
イ
の
人
工
産
卵
床
づ
く
り
の
学
習

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

学
習
活
動

Ｈ
２
９
年

金
沢
大
学
川
畠
教
授
を
迎
え
て

里
山
里
川
に
つ
い
て
学
習

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

学
習
活
動

時
々
の
課
題
に
つ
い
て
学
習

Ｈ
28
年

埼
玉
大
学
淺
枝
教
授
と
大
杉
谷
川
の
現
地
調
査

現
地
調
査
後
の
学
習
と
意
見
交
換大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

河
床
耕
耘 川
底
が
き
れ
い
に
な
り
、
浮
石
も
で
き
て
魚
に
は
最
適
な
場
所
に
！

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会
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環
境
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

・毎
年
夏
休
み
に

・前
年
度
は
１１
７
点

の
応
募

・原
則
地
域
の

公
民
館
ま
つ
り
で

表
彰
式

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

視
察
・交
流
活
動

滋
賀
県

愛
知
川
清
流
会
と
交
流

永
源
寺
ダ
ム
の
視
察
及
び
意
見
交
換
会

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

視
察
・交
流
活
動 兵

庫
県
一
庫
ダ
ム
の
フ
ラ
シ
ュ
放
流
と
礫
の
投
入
を
視
察

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

学
習
活
動

こ
の
他
に
も

・石
川
高
専

・金
沢
大
学

２
名
の
教
授

・石
川
県
内
水
面
水
産
セ
ン
タ
ー

か
ら
講
師
を
招
い
て

学
習
活
動
を
行
っ
た

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会
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夏
の
水
棲
生
物
調
査

松
東
み
ど
り
学
園
３
年
生
を
対
象
に
！ ２
カ
所
の
決
ま
っ
た

場
所
を
調
査

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

夏
の

水
棲

生
物

調
査

調
査

資
料
⇒

 ⇒

会
の

メ
ン

バ
ー

が
自

前
で

作
成

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

環
境
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
作
品
で
看
板
を
５
か
所
設
置

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

環
境
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

公
民
館
ま
つ
り
で
優
秀
作
品
を
展
示

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会
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1.
産
卵
床
づ
く
り
の
事
前
準
備

適
地
調
査

Ｈ
２
９
．
８
．
４

江
指
堰
堤

増
水
に
よ
り
堆
積
し
た
土
砂
を
確
保

Ｈ
２
９
．
８
．
２
４

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

６
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
活
動

1.
産
卵
床
づ
く
り
の
事
前
準
備
（
Ｈ
２
９
）

・適
地
調
査

・土
砂
の
確
保
と
採
集

・魚
の
生
息
調
査
（事
前
調
査
）

2.
産
卵
床
づ
く
り
（Ｈ
３
０
,４
）

・土
砂
の
搬
入

・河
床
の
整
備

3.
産
卵
床
整
備
後
（
5月
以
降
）

・産
卵
床
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

・産
卵
床
学
習
会

・魚
の
生
息
調
査
（事
後
調
査
）

８
つ
の
活
動
＋
魚
を
増
や
す
活
動
！

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

ウ
グ
イ
の
人
工
産
卵
床
づ
く
り

２
⇒
３
カ
所
に

“表
彰
さ
れ
ま
し
た
”

日
本
河
川
協
会

石
川
県

石
川
県
治
水
協
会

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

会
報
の
発
行

１０
町
内
会
で
回
覧

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会
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2.
ウ
グ
イ
の
産
卵
床
づ
く
り
H
30
.4
.2
2
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大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

2.
ウ
グ
イ
の
産
卵
床
づ
く
り
H
30
.4
.2
2

「桜
ウ
グ
イ
」の
い
る
大
杉
谷
川

を
目
指
し
て
！

ウ
グ
イ
の
産
卵
床
づ
く
り
は
事
前
調

査
で
適
地
と
判
断
し
た
２
箇
所

大 杉 谷 川

凡
例
：
産
卵
床

下
流

上
流

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

1.
産
卵
床
づ
く
り
の
事
前
準
備

江
指
堰
堤

採
集
し
た
土
砂

Ｈ
２
９
．
１１

次
の
年
の

春
か
ら

産
卵
床
づ

く
り
開
始

事 前 準 備 完 了

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

1.
産
卵
床
づ
く
り
の
事
前
準
備

魚
の
生
息
調
査

Ｈ
２
９
．
１０
．
６

江
指
堰
堤

堆
積
し
た

土
砂
の
採
集

Ｈ
２
９
．
１１大

杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会
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3.
産
卵
床
整
備
後

生
息
調
査
結
果

①
調
査
当
日
の
水
量
・水
温
等
の
条
件
が
良
か
っ
た

②
雑
木
の
伐
採
・河
床
耕
耘
・人
工
産
卵
床
の
効
果
が
あ
っ
た
の
か
？

③
魚
種
・生
息
数
が
増
え
て
い
た

継
続
的
な
調
査
を
進
め
て
行
き
た
い

01234567

02040608010
0

H2
9.
10

.6
H3

0.
10

.1
4

H2
9.
10

.6
H3

0.
10

.1
4

上
り
江
大
橋

飛
橋

種数

尾数

カ
ジ
カ
類

ヨ
シ
ノ
ボ
リ
類

ウ
グ
イ

ア
ブ
ラ
ハ
ヤ

オ
イ
カ
ワ

カ
ワ
ム
ツ

種
数01234567

02040608010
0

H2
9.
10

.6
H3

0.
10

.1
4

H2
9.
10

.6
H3

0.
10

.1
4

上
り
江
大
橋

飛
橋

種数

尾数

カ
ジ
カ
類

ヨ
シ
ノ
ボ
リ
類

ウ
グ
イ

ア
ブ
ラ
ハ
ヤ

オ
イ
カ
ワ

カ
ワ
ム
ツ

種
数大

杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

3.
産
卵
床
整
備
後

魚
の
生
息
調
査
（事
後
調
査
）Ｈ
３
０
．
１０
．
１４

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

3.
産
卵
床
整
備
後

産
卵
床
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

H
30
．
５
．
１

産
卵
床
の
学
習
会

H
30
．
５
．
１９

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

2.
ウ
グ
イ
の
産
卵
床
づ
く
り
H
30
.4

地
元
紙
で
紹
介
さ
れ

ま
し
た
！

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会
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学
習
活
動

R
５
年
５
月

長
野
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員

桐
生
透
氏
を
迎
え
て

春
の
大
杉
谷
川
の
現
地
視
察
と
、
大
杉
谷
川
に
魚
を
殖
や
す

た
め
の
今
後
の
取
り
組
み
に
向
け
て
の
学
習
会

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

課
題
改
善
に
向
け
て

◇
ダ
ム
開
放
時
の
ヘ
ド
ロ
対
策

写
真

R
４
．
１０
．
１２

ダ
ム
上
流

ダ
ム
下
流

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

赤
瀬
ダ
ム
管
理
事
務
所
を
訪
問
し
、
「ダ
ム
の
放
流
の
仕
方
」に
つ
い
て
学
習
と
意
見
交
換

R
５
．
５
．
１

こ
れ
ま
で
の
成
果

①
ダ
ム
下
流
で
は
、
景
観
も
よ
く
な
り
川
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
喜
び
の
声

②
年
を
追
う
ご
と
に
活
動
へ
の
参
加
者
が
増
加
し
た

③
水
産
多
面
的
事
業
の
ス
タ
ー
ト
で
、
活
動
の
幅
が
広
が
る

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

こ
れ
か
ら
の
課
題

①
本
来
の
目
的
で
あ
る
「
魚
を
増
や
す
取
組
」を
再
構
築
し
て
取
り
組
む

・ク
リ
ー
ン
作
戦
、
稚
魚
の
放
流
、
河
床
耕
転
、
ウ
グ
イ
の
人
工
産
卵
床
づ
く
り
な
ど
、

い
ろ
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
が
、
何
故
か
目
立
っ
た
効
果
が
持
続
し
な
い

・こ
の
川
に
魚
（特
に
ウ
グ
イ
）を
殖
や
す
た
め
に
、
専
門
家
に
現
地
視
察
を
し
て
も
ら
い
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
た
い

  
  
・ダ
ム
と
共
存
す
る
中
で
、
上
手
く
い
っ
た
例
が
あ
れ
ば
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
い
た
い

産
卵
床
整
備
以
後
の
生
息
調
査
結
果

➀
魚
種
・生
息
数
が
目
立
っ
た
ほ
ど
増
え
て
い
な
い

今
後
の
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
き
た

！

02040608010
0

12
0

ダ
ム

下
流

２
カ

所

２
９

３
０

２
４

02040608010
0

12
0

14
0

16
0

ダ
ム

上
流

１
カ

所

２
３
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ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

全
国
の
団
体
と
の
交
流
で
課
題
解
決
を
！

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

学
習
活
動

R
５
年
８
月

桐
生
透
氏
を
迎
え
て

大
杉
谷
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

夏
の
大
杉
谷
川
の
現
地
視
察

意
見
交
換
会

・稚
魚
は
多
く
い
る
の
に
な
ぜ
成
魚
が
少
な
い
？
種
類
や
発
育
状
況
の
調
査
の
継
続
を

・1
0月
か
ら
3月
の
ダ
ム
放
流
の
影
響
？
稚
魚
が
流
さ
れ
元
に
戻
っ
て
来
れ
な
い
？

・夏
の
川
の
水
量
が
上
流
で
も
少
な
い
こ
と
も
原
因
か
？

投
網
に
よ
る
ダ
ム
上
流
・下
流
２
カ
所
の
魚
の
生
息
調
査
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魚
類
を
対
象
と
し
た
漁
具
・
漁
法
（

H
28
～
Ｒ

2の
総
括
）

内
水
面
の
定
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

１
対
象
と
な
る
生
物

底
生
生
物
、
水
生
昆
虫
、
エ
ビ
・
カ
ニ
類
、
魚
類
、
マ
コ
モ
等
の
植
物
等

２
調
査
地
点
（
定
点
）
の
設
定

対
象
生
物
に
合
わ
せ
、
水
量
・
水
深
・
河
床
・
水
辺
林
な
ど
を
考
慮
し
て
設
定

３
調
査
時
季
の
設
定

対
象
生
物
の
生
息
数
が
最
も
多
い
と
思
わ
れ
る
時
季
に
設
定

４
調
査
に
用
い
る
道
具
（
漁
具
・
漁
法
）
の
選
択

対
象
生
物
ご
と
に
選
定
、
地
域
的
・
伝
統
的
な
漁
法
も
重
要

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
」

１
必
要
性
・
重
要
性

河
川
・
湖
沼
の
環
境
は
、
自
然
・
人
為
の
影
響
で
絶
え
ず
変
化

変
化
＝
短
期
的
変
化
（
突
発
的
）
長
期
的
変
化
（
緩
や
か
に
進
行
）

こ
の
変
化
を
い
ち
早
く
察
知
・
原
因
を
検
討
⇒
保
全
対
策
⇒
実
行

２
種
類

日
常
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
：
短
期
的
・
突
発
的
変
化
を
記
録

定
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
：
現
状
・
長
期
的
変
化
を
定
量
的
に
把
握

効
果
調
査
：
活
動
の
成
果
を
確
認
（
兼
定
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業

内
水
面
生
態
系
の
維
持
・
保
全
・
改
善

生
息
魚
類
の
調
査

20
03
年

8月
25
日
福
岡
市
博
多
区

サ
ポ
ー
ト
専
門
家

桐
生
透

協
力
：
山
梨
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

　

②内水面生態系の維持・保全・改善、生息魚類の調査について
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網
目
に
よ
る
漁
獲
効
率
お
よ
び
魚
種
確
認
効
率
の
比
較

「
都
市
近
郊
河
川
漁
場
改
善
事
業
調
査
報
告
書
」
（
水
産
庁
、

19
94
）

〇
目
合
別
の
漁
獲
効
率
・
魚
種
確
認
効

率
は
、

14
節
（
一
辺
長

10
.8
㎜
）
よ
り

26
節
（
一
辺
長

5.
8㎜
）
が
高
い

〇
河
床
型
別
で
は
、
瀬
よ
り
淵
の
方
が

高
い

投
網
に
つ
い
て

―
２

〇
目
合
い

目
合
い
は
、
わ
が
国
で
は
何
節
と
表
示
し
て
い
る
が
、

漁
業
調
整
規
則
の
目
合
い
制
限
で
は
〇
〇
㎜
以
上
な
ど

と
表
示
さ
れ
て
い
る
。

右
の
図
表
の
節
数
は

7で
あ
る
が
、
脚
（
段
）
数
は

6節
で
あ
る
。
網
目
の
長
さ
は
、
結
節
と
結
節
の
間
の

長
さ
＝

2脚
（
段
）
の
長
さ
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

網
目
の
一
辺
の
長
さ
は
、

1/
2と
な
る
。

魚
類
を
対
象
と
し
た
投
網
に
よ
る
調
査

投
網
に
つ
い
て

-１
（
「
水
界
生
物
生
態
研
究
法
Ⅰ
－
淡
水
の
魚
類
と
ベ
ン
ト
ス
、

19
76
）

〇
投
網
の
特
徴

•
投
網
は
、
浅
い
湖
沼
や
深
い
湖
沼
の
浅
所
の
調
査
に
適
し
て
い
る

•
手
軽
に
一
人
で
ど
こ
へ
で
も
持
ち
運
べ
る

•
練
習
に
よ
っ
て
は
短
期
間
で
操
作
で
き
る
よ
う
に
な
る

•
強
制
的
な
漁
法
で
魚
種
に
対
す
る
選
択
性
が
比
較
的
少
な
い

•
網
目
の
大
き
さ
に
よ
る
魚
体
の
選
択
性
が
あ
る

•
投
網
の
被
覆
面
積
が
一
定
（
熟
練
を
要
す
る
）
で
あ
れ
ば
、
定
量
採
集
が
で
き
る

•
調
査
定
点
付
近
で
連
続
し
て
多
数
点
を
打
ち
、
定
点
別
・
魚
種
別
に
個
体
数
・
体
長
・

体
重
な
ど
の
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

漁
法
別
の
確
認
魚
種
数
「
都
市
近
郊
河
川
漁
場
改
善
調
査
報
告
書
」
（
水
産
庁
、

19
94
）
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打
つ
前
の
最
終
ス
タ
イ
ル
＝
こ
れ
が
決
ま
れ
ば

O
.K
.

右
側
か
ら
網
を
手
繰
る

網
の
左
側
を
右
腕
で
持
ち
上
げ
左
の
肩
か
ひ
じ
に
掛
け
る

投
網
の
練
習
：
使
用
し
た
網
目
合
い

10
.8
㎜
（

14
節
）
、
ロ
ー
プ

5.
6m
、
網

2.
8m

ロ
ー
プ
を
輪
に
し

て
手
繰
る

網
を
輪
に
し

て
手
繰
る

網
を
そ
の
ま
ま

手
繰
っ
て
高
さ

を
調
整

高
さ
の
確
認
：

ベ
ル
ト
よ
り
少

し
高
め
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肥
満
度
に
つ
い
て

「
水
産
学
用
語
辞
典
」
日
本
水
産
学
会
編
、

20
02

肥
満
度
＝
｛
体
重

(g
)／
体
長

³（
㎝
）
｝
×

10
00

先
ほ
ど
の
ア
マ
ゴ
の
例

｛
24

.2
/（

11
.2
）

³｝
×

10
00

＝
（

24
.2
/1
40

.9
）
×

10
00

＝
0.
01
72
×

10
00
＝

17
.2

※
成
熟
魚
の
場
合
は
、
生
殖
腺
重
量
を
除
く
た

め
、
手
間
が
か
か
る
の
で
、
成
熟
前
の
稚
魚
か

ら
未
成
魚
を
対
象
に
比
較
を
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い

活
動
組
織
の
投
網
調
査
の
実
例

小
猿
部
川
の
伝
統
漁
法
を
守
る
会
（
秋
田
県
北
秋
田
市
）

河
床
耕
転
の
効
果
を
投
網
に
よ
る
調
査
で
確
認

年
3～

4回
、
投
網
各

10
投
の
結
果

河
川
で
の
投
網

ア
マ
ゴ
：
全
長

13
.0
㎝
標
準
体
長

11
.2
㎝

体
重

2.
4ｇ

肥
満
度

17
.2

荒
川
（
山
梨
）

増
水
時

網
も
ロ
ー
プ
も
放
し
て
投
げ
る

こ
の
時
の
直
径
は

3.
4m
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ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

２
投
網
の
活
用
に
つ
い
て

①
現
在
投
網
を
打
て
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
生
息
魚
類
調
査
に
は
有
効

な
漁
法
の
一
つ
な
の
で
、
活
動
組
織
の
構
成
員
だ
け
で
な
く
、
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
人
た
ち
、
特
に
若
い
人
に
、
是
非
打
ち
方
を
覚
え
て
い
た
だ
き
、
生
息
魚
類

の
動
向
を
把
握
し
て
、
内
水
面
の
維
持
・
保
全
・
改
善
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

②
投
網
は
、
漁
業
調
整
規
則
で
禁
止
や
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
施
の
際

は
、
特
別
採
捕
許
可
を
取
得
す
る
か
、
試
験
研
究
機
関
の
協
力
を
得
て
く
だ
さ
い
。

③
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
は
、
今
後
魚
種
や
生
息
数
に
極
端
に
大
き
な
変

化
が
あ
っ
た
と
き
に
、
対
応
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
試
験
研
究

機
関
等
と
連
携
し
て
、
保
存
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

１
打
網
の
際
の
留
意
点

①
胴
長
を
履
い
て
打
つ
位
置
の
水
深
は
、
膝
下
ぐ
ら
い
で
、
特
に
水
量
が
多
い
場
合
は

膝
上
に
な
る
と
転
倒
し
て
、
危
険
で
す
。

②
打
つ
場
所
に
岩
や
倒
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
網
が
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、

避
け
て
く
だ
さ
い
。

③
打
っ
た
後
は
下
流
側
に
移
動
し
て
網
を
引
き
揚
げ
て
く
だ
さ
い
。
上
流
側
で
引
き
上

げ
る
と
、
網
が
浮
い
て
魚
が
逃
げ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

④
複
数
点
で
打
つ
場
合
は
、
下
流
か
ら
上
流
へ
と
向
か
っ
て
く
だ
さ
い
。
打
網
回
数
は
、

「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
」
で
は
、

5回
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
が
、
可
能
な
限
り
回

数
を
増
や
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
結
果
の
記
録
・
分
析
・
報
告
・
保
存
（
全
て
の
漁
法
に
適
用
）

１
記
録
の
整
理
＝
採
捕
場
所
（
定
点
な
ど
）
・
時
季
（
月
日
）
ご
と
に
記
録

①
時
刻
、
天
候
、
気
温
、
水
温
、
水
量
、
濁
り
な
ど

水
量
、
濁
り
な
ど
は
測
定
器
具
が
な
い
場
合
は
、
少
な
い
・
普
通
・
多
い
で
記
録

②
魚
種
ご
と
の
採
捕
数
、
全
長
、
標
準
体
長
、
体
重
を
測
定
し
記
録

③
測
定
結
果
か
ら
、
平
均
、
最
大
、
最
小
、
標
準
偏
差
を
算
出
し
、
定
点
ご
と
に
比
較

④
で
き
れ
ば
肥
満
度
を
算
出
し
、
定
点
ご
と
の
比
較

２
結
果
の
報
告
（
必
須
）

①
結
果
を
ま
と
め
、
記
載
漏
れ
等
を
点
検

②
活
動
組
織
、
地
域
協
議
会
へ
の
報
告

③
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
事
務
局
へ
の
報
告

④
特
別
採
捕
許
可
を
受
け
た
場
合
は
、
都
道
府
県
庁
の
担
当
部
局
へ
の
報
告
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１）別府川をきれいにする会（鹿児島県姶良市） 
 
【活動における課題】 

・カワウ被害 

・川底の耕うんや清掃活動を継続して実施し環境の保全に努めているが、アユの生息量

の大きな改善には至っていない。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度～令和５年度 

内水面の生態系の維持・保全・改善（清掃活動やアユのモニタリング） 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

河川清掃 草払いや重機による川底

の耕うん 

・アユの生息環境の改善に寄

与している。 

・定期的な河川清掃により、

不法投棄等によるごみの絶対

量も減り、河川全体の環境が

改善している。 

 

体験学習 地域の子どもたちにウナ

ギの放流体験の場を提供

している。 

体験学習を通して、子どもた

ちが河川や魚に親しむ場を提

供できている。 

 

 

  

③参加活動組織実績資料 
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【活動状況の写真】 

説明： 環境保全・草払い 説明：環境保全・草払い 

説明： ウナギ放流・子どもによる体験学習 

説明：川底の耕うん、清掃作業・産卵場の清掃 

説明：アユのモニタリング 
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水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
に
お
け
る
多
様
な
連
携
の
手
引
き

（
令
和
４
年
３
月

水
産
庁
）

【
手
引
き
の
目
次
構
成
】

は
じ
め
に

第
１
章

現
状
と
課
題

第
２
章

連
携
の
枠
組
み
と
役
割

第
３
章

連
携
体
制
の
構
築

第
４
章

連
携
活
動
の
進
め
方

・
コ
ラ
ム
（
多
様
な
連
携
の
事
例
）

・
参
考
資
料

手
引
書
は
ひ
と
う
み

の
資
料
室

に
掲
載
し
て
い
ま
す

福
祉
事
業
所
と
連
携
す
る
取
り
組
み

大
学
生
と
連
携
す
る
取
り
組
み

福
祉
事
業
所
と
連
携
す
る
取
り
組
み

第
３
章

連
携
体
制
の
構
築

課
題
の
整
理
と
連
携
先
の
抽
出

➢
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

➢
事
務
機
能
が
維
持
で
き
な
い

➢
地
域
理
解
が
深
ま
っ
て
い
な
い

➢
活
動
の
成
果
が
な
か
な
か
見
え
て
こ
な
い

次
の

つ
の
課
題
に
つ
い
て
点
検
し
て
み
ま
す
！

団
体
区
分

特
徴
・
留
意
点

地
域
団
体

地
域
に
根
差
し
た
団
体

行
政
機
能
を
補
完
す
る
存
在

等
専
門
性
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

企
業

活
動
、
専
門
技
術
還
元
、
広
報
力

小
中
学
校

体
験
学
習
の
場
の
確
保
、
安
全
面
配
慮

高
校
・
大
学

大
き
な
戦
力
、
地
域
課
題
解
決
に
貢
献

研
究
機
関

専
門
的
な
助
言

地
域
課
題
の
解
決
に
貢
献

連
携
団
体
の
選
定

連
携
団
体
の
特
徴
と
活
動
組
織
の
目
的
を

を
踏
ま
え
て
、
活
動
を
効
果
的
か
つ
継
続
的

に
実
施
で
き
る
団
体
を
選
び
ま
す
。

➢
連
携
団
体
の
候
補
を
絞
り
込
む

➢
連
携
団
体
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
と
選
定

※
相
互
の
目
的
達
成
に
合
致
す
る
団
体
を
選
ぶ

➢
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
調
整
役
が
必
要

課
題
解
決
に
向
け
て
、
連
携
先
を
模
索
し
ま
し
ょ
う
。

小
学
生
と
の
交
流

⚫
活
動
の
継
続
、
人
員
確
保
、
事
務
作
業
軽
減
、
情
報
発
信

な
ど

⚫
連
携
団
体
の
場
合
は
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、
専
門
性
の

発
揮
、
学
習
の
場
の
確
保
な
ど

⚫
問
題
意
識
の
共
有

⚫
活
動
組
織
の
体
制
強
化

⚫
発
揮
活
動
の
活
性
化
、
多
様
化
、
効
率
化

⚫
地
域
に
広
が
る
理
解
と
活
動
へ
の
参
加

⚫
漁
村
・
地
域
へ
の
貢
献

⚫
船
上
・
海
中
で
の
活
動
が
多
い
た
め
、

漁
業
関
係
者
の
み
で
構
成
さ
れ
た
活

動
組
織
が
多
い

⚫
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

が
課
題
で
あ
り
活
動
の
継
続
に
不
安

⚫
全
国
約
７
５
０
組
織
の
う
ち
、
漁
業

関
係
団
体
以
外
と
連
携
し
て
い
る
の

は
約
３
割

⚫
活
動
組
織
、
行
政
・
地
域
協
議
会
、
あ
る
い
は
連
携
団
体
と
な
る

法
人
や
民
間
企
業
等
。

⚫
環
境
・
生
態
系
保
全
活
動
に
お
い
て
、
多
様
な
団
体
と
連
携
す
る
基
本
的
な
考
え
方
や
進
め
方
、
実
践
的

な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
事
例
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
手
引
き
。

⚫
連
携
す
る
こ
と
で
、
活
動
が
次
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
と
と
も
に
、
創
意
工
夫
に
満
ち
た
取
組
と
な
る
こ

と
を
期
待
。

現
状
と
課
題

連
携
の
必
要
性

連
携
の
効
果

手
引
き
の
ね
ら
い

手
引
き
が
想
定
す
る
読
者

は
じ
め
に

第
１
章

現
状
と
課
題

第
２
章

連
携
の
枠
組
み
と
役
割

活
動
組
織

構
成
員

リ
ー
ダ
ー
等

漁
業
者

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

関
連
す
る
活
動

（
上
位
目
標
、
共
通
目
標
の
共
有
）

団
体

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
町
村
等

そ
れ
以
外

団
体

非
構
成
員

サ
ポ
ー
ト
専
門
家

主
に

学
校
関
係

漁
協

団
体

⚫
積
極
的
に
行
動
で
き
る
人
を
リ
ー
ダ
ー
に
し
て
、

連
携
団
体
と
信
頼
関
係
を
構
築
。

リ
ー
ダ
ー
の
役
割

⚫
多
様
な
団
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
そ
の
後
の
運

営
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

市
町
村
・
地
域
協
議
会
の
役
割

⚫
実
績
と
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
、
サ
ポ
ー

ト
専
門
家
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
の
活
用

⚫
構
成
員
と
し
て
参
加

⚫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
非
構
成
員
）
と
し
て
参
加

⚫
本
活
動
に
直
接
関
わ
ら
ず
、
関
連
す
る
活
動
を

通
じ
て
連
携

連
携
団
体
の
関
わ
り
方
は
３
タ
イ
プ

６　水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引き

    について
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第
４
章

連
携
活
動
の
進
め
方

⚫
環
境
・
生
態
系
保
全
の
活
動
は
、

サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
、
連
携
団
体
と
一
緒
に
柔
軟
に
対
策
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

⚫
は
、
共
通
の
目
的
を
見
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
律
的
に
活
動
を
行
い
、
活
動
の
精
度
を
向
上
さ
せ
て
、

持
続
で
き
る
活
動
を
構
築
し
て
い
く
も
の
で
す
。

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
の
活
用

Pl
an

D
o

Ac
tio

n
C

he
ck

連
携
活
動
の
計
画

連
携
活
動
の
実
施

連
携
活
動
の
評
価

連
携
活
動
の
見
直
し
・
改
善

◼
目
的
・
目
標
の
設
定

◼
計
画
の
立
案

◼
事
前
準
備

◼
活
動
の
記
録

◼
活
動
内
容
の
発
信

◼
計
画
の
見
直
し

◼
連
携
の
枠
組
み
の
見
直
し

◼
目
標
達
成
度
と
目
標
設
定
の
妥
当
性

◼
活
動
面
積
の
妥
当
性

◼
活
動
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
妥
当
性

◼
役
割
分
担
と
人
員
体
制
の
妥
当
性

多
様
な
連
携
の
事
例
（
コ
ラ
ム
）
「
手
引
き
」
に
は

10
の
コ
ラ
ム
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

ｓ
を
目
指
し
た
多
様
な
連
携
の
拡
が
り

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
に
よ
る
連
携
の
マ
ッ
チ
ン
グ

鎌
倉
漁
業
協
同
組
合
と
海
の

ｓ
を
実
行
す
る
会
（
鎌
倉
市
）

鎌
倉
の
浜
に
大
量
に
打
ち
上
が
る
海
藻
を
、
地
元
料
理
家
が
地
元

の
漁
業
者
と
相
談
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
理
念
に
も
っ
て
、
打
ち
上
が
っ

た
海
藻
を
畜
産
用
の
餌
料
と
す
る
こ
と
を
考
案
。
海
藻
の
回
収
と
加

工
を
、
地
元
の
福
祉
事
業
所
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
で
水
福
連
携

を
実
現
。

海
藻
餌
料
で
育
て
ら
れ
た
豚
は
「
鎌
倉
海
藻
ポ
ー
ク
」
と
し
て
ブ

ラ
ン
ド
化
し
、
地
元
飲
食
店
が
そ
れ
を
提
供
す
る

次
産
業
化
へ
と

発
展
し
て
い
る
。

外
海
活
動
組
織
（
長
崎
市
）

活
動
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
と
減
少
に
よ
り
、
効
果
の
あ
る
ウ
ニ
除

去
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
に
相
談
し
、

年
２
回
の
ウ
ニ
除
去
を
長
崎
大
学
ダ
イ
ビ
ン
グ
部
の
学
生
と
協
働
で

実
施
。
学
生
の
参
加
に
よ
り
ウ
ニ
が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
り
、
小
型

海
藻
と
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
が
繁
茂
す
る
目
に
見
え
る
成
果
が
表
れ
る
。

地
元
小
学
生
と
の
ワ
カ
メ
体
験
の
環
境
学
習
も
学
生
が
参
加
。

大
学
生
は
、
活
動
に
参
加
で
き
た
お
礼
に
、
直
売
所
の
看
板
を
寄

贈
し
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

活
動
組
織

構
成
員

漁
協

漁
業
者

行
政

非
構
成
員

リ
ー
ダ
ー
等

小
学
生

サ
ポ
ー
ト

専
門
家

大
学
生

活
動
組
織

構
成
員

漁
協

料
理
家

漁
業
者

老
人

ホ
ー
ム

行
政

非
構
成
員

福
祉

事
業
所

×
4

畜
産

事
業
者

等

飲
食

事
業
者

地
方

農
政
局

寄
贈
さ
れ
た
直
売
場
の
看
板

地
元
小
学
生
と

の
ワ
カ
メ
勉
強
会

・
全
国
約
７
５
０
組
織
の
う
ち
、
漁
業
関
係
団
体
以
外

と
連
携
し
て
い
る
の
は
約
３
割

・
し
か
し
、
高
齢
化
や
人
手
不
足
が
深
刻
な
課
題

・
水
産
多
面
的
機
能
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

多
様
な
団
体
と
連
携
を
す
る
必
要
が
あ
る

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
に
お
け
る
多
様
な
連
携
の
手
引
き
（
概
要
）

本
手
引
き
は
、
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
を
行
う
各
活
動
組
織
が
多
様
な
連
携
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
解
説

連
携
事
例
・
参
考
資
料

・
多
様
な
連
携
を
行
っ
て
い
る
活
動
組
織
を
取
上
げ
、

図
や
写
真
を
用
い
て
コ
ラ
ム
で
紹
介
（
10
事
例
）

・
連
携
活
動
の
参
考
と
な
る
情
報
を
多
数
掲
載

活
動
組
織

構
成
員

リ
ー
ダ
ー
等

漁
業
者

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

関
連
す
る
活
動

（
上
位
目
標
、
共
通
目
標
の
共
有
）

団
体

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
町
村
等

そ
れ
以
外

団
体

非
構
成
員

サ
ポ
ー
ト
専
門
家

主
に

学
校
関
係

漁
協

団
体

連
携
活
動
の
進
め
方

連
携
の
枠
組
み
と
役
割

連
携
体
制
の
構
築

・
連
携
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
活
動
組
織
の
抱
え
る

課
題
を
抽
出

・
課
題
解
決
で
き
る
連
携
団
体
の
絞
り
込
み

・
コ
ン
タ
ク
ト
・
選
定
・
事
務
処
理

（
構
成
員
、
非
構
成
員
、
関
連
す
る
活
動
の
ど
の
形

態
で
連
携
す
る
の
か
、
学
校
と
の
連
携
で
は
、
総
合

学
習
に
位
置
づ
け
等
）

実 践
・
地
域
の
環
境
改
善

・
人
材
育
成

・
認
知
度
向
上

等

・
連
携
団
体
を
「
構
成
員
」
、
「
非
構
成
員
」
、
「
関
連
す
る

活
動
」
に
分
類
し
て
関
わ
り
方
を
整
理

・
リ
ー
ダ
ー
等
、
市
町
村
・
地
域
協
議
会
の
役
割
を
解
説

・
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用

・
活
動
の
継
続

・
人
員
の
確
保
、
事
務

作
業
の
軽
減
等

・
地
域
社
会
へ
の
貢
献

・
団
体
の
専
門
性
を
発
揮

・
学
び
の
場
の
確
保

等

・
連
携
す
る
団
体
と
活
動
を
一
緒
に
進
め
て
い
く
際
に

効
果
的
な

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
を
解
説

・
目
標
を
共
有
し
て
、
み
ん
な
で
達
成
を
目
指
す

・
関
係
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

・
活
動
を
記
録
し
て
、
情
報
発
信

・
柔
軟
に
計
画
を
見
直
し
、
継
続
性
を
担
保
す
る

団
体
区
分

特
徴

地
域
団
体

地
域
に
根
差
し
た
団
体

行
政
機
能
を
補
完
す
る
存
在

非
営
利
団
体

（
N

P
O
法
人
等
）

専
門
性

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

企
業

C
S
R
活
動

専
門
技
術
還
元
、
広
報
力

小
中
学
校

体
験
学
習
の
場
の
確
保

安
全
面
の
配
慮

高
校
・
大
学

大
き
な
戦
力

活
動
時
期
等
の
配
慮

地
域
課
題
の
解
決
に
貢
献

研
究
機
関

専
門
的
な
助
言

地
域
課
題
の
解
決
に
貢
献

第
４
章

第 １ 章

第
３
章

第
２
章

共
通
の
目
標

活
動
組
織

連
携
団
体

現 状 と 課 題

効 果

Pl
an

Do

Ac
tio

n
Ch

ec
k

連
携
活
動
の
計
画

連
携
活
動
の
実
施

連
携
活
動
の
評
価

連
携
活
動
の
見
直
し
・
改
善

◼
目
的
・
目
標
の
設
定

◼
計
画
の
立
案

◼
事
前
準
備

◼
活
動
の
記
録

◼
活
動
内
容
の
発
信

◼
計
画
の
見
直
し

◼
連
携
の
枠
組
み
の
見
直
し

◼
目
標
達
成
度
と
目
標
設
定
の
妥
当
性

◼
活
動
面
積
の
妥
当
性

◼
活
動
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
妥
当
性

◼
役
割
分
担
と
人
員
体
制
の
妥
当
性
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公
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国
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か
な
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づ
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会
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